
大　
　

学
（
Ｈ
26
〜
Ｈ
30
）

大　学
文　　学　　部

教　育　学　部

現代日本社会学部
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●本学の授業科目は以下のとおり区分されています。

Ⅰ. 授業科目構成

平成 26 ～ 30 年度入学生適用
共 通 科 目

専 門 科 目 文 学 部

教 育 学 部

現代日本社会学部

神 道 学 科 専 門 科 目 （ ２ コ ー ス 共 通 ）

教育学科専門科目（４コース共通）

現代日本社会学科専門科目（４分野共通）

国 文 学 科 専 門 科 目 （ ３ コ ー ス 共 通 ）
国 史 学 科 専 門 科 目 （ ２ コ ー ス 共 通 ）

コミュニケーション学科専門科目（２コース共通）

各 種 課 程 科 目建　　学　　の　　精　　神 神　　職　　課　　程

人　　生　　と　　仕　　事

伊 勢 志 摩 定 住 自 立 圏 共 生 学 図 書 館 司 書 課 程

人　　間　　と　　文　　化

保 　 育 　 士 　 課 　 程

現　　代　　と　　生　　活

自　　然　　と　　科　　学

伝 　 統 　 の 　 心 　 と 　 技

外　　　　　国　　　　　語

博 物 館 学 芸 員 課 程職　業　人　実　務　基　礎

司 書 教 諭 課 程

総　　　合　　　基　　　礎 教　　職　　課　　程

●すべての授業科目は以下のいずれかに指定されており、各年次に配当されています。
　P.4以降のカリキュラム表で確認してください。

　カリキュラム表や時間割表において、便宜上、授業科目名に表記されている《　》内
は種目等の区分を、【　】内はクラス区分を表しています。

●授業科目の名称表記について



平成26年度以降の入学生に適用
Ⅱ．卒業進級要件
必要修得単位数

※仮進級については、「文学部・教育学部・現代日本社会学部授業科目履修規程」第６章第13条を参照
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20
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要
件
Ｈ
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）

科
目
区
分

学

科

学

部

共 通 科 目 共通及
び専門 自学科専門科目 卒

業

進

級

単

位

数

各

種

課

程

建
学
の
精
神

総
合
基
礎

伊
勢
志
摩
定
住

人

生

と

仕

事

職
業
人
実
務
基
礎

外

国

語

人

間

と

文

化

現

代

と

生

活

自

然

と

科

学

伝

統

の

心

と

技

単
位
互
換
単
位
認
定

選

択

科

目

必

修

講

義

講

読

演

習

特

講

概

説

卒
業
論
文
又
は
卒
業
研
究

必

修

必

修

選

択

選

択

英

語

そ

の

他

必

修

選
択
必
修

選

択

文

神

道

4 4 4
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

共
通
及
び
専
門

22 10
以
上

8
以
上

8

卒
業
論
文
４

進
級
単
位
62
単
位
以
上
（
｢初
年
次
ゼ
ミ
」
２
単
位
を
含
む
）

卒
業
単
位
124
単
位
以
上

卒
業
・
進
級
の
単
位
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

30以上 32以上 62以上

国

文

4 4 4
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

共
通
及
び
専
門

16 8
以
上

12
以
上

8

卒
業
論
文
４

30以上 32以上 62以上

国

史

4 4 4
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

共
通
及
び
専
門

12 8
以
上

8 8
以
上

4
以
上

卒
業
論
文
４

30以上 32以上 62以上
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

4 4

情
報
処

理
か
ら
2
以
上

4
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

共
通
及
び
専
門

12 8

卒
業
研
究
４

30以上 32以上 62以上

科
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学

科

学

部

共 通 科 目 共通及
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級
単
位
数

各

種

課

程

建
学
の
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総
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礎

伊
勢
志
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定
住
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生

と
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事

職
業
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務
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礎

外

国

語

人

間

と

文

化

現

代

と

生

活

自

然

と

科

学

伝
統
の
心
と
技

単
位
互
換
単
位
認
定

選

択

科

目

基

礎

基

幹

展

開

発

展

実

習

演

習
必

修

必

修

選

択

選

択

英

語

そ

の

他

必

修

政
治
経
済

地
域
社
会

社
会
福
祉

伝
統
文
化

政
治
経
済

地
域
社
会

社
会
福
祉

伝
統
文
化

必

修

選
択
必
修

選

択

現
代
日
本
社
会

（
４

分

野
）

現
代
日
本
社
会

4 4 4
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

共
通
及
び
専
門

8 4
以
上

4
以
上

4
以
上

4
以
上

4
以
上

4
以
上

4
以
上

4
以
上

2
以
上

8 8

進
級
単
位
62
単
位
以
上
（
｢初

年
次
ゼ
ミ
」
2
単
位
を
含
む
）

卒
業
単
位
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単
位
以
上

卒
業
・
進
級
の
単
位

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

18以上
30以上 24以上 70以上
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学
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業

進

級

単

位

数

各

種

課

程

建
学
の
精
神

総
合
基
礎

伊
勢
志
摩
定
住

人

生

と

仕

事

職
業
人
実
務
基
礎

外

国

語

人

間

と

文

化

現

代

と

生

活

自

然

と

科

学

伝
統
の
心
と
技

単
位
互
換
単
位
認
定

選

択

科

目

基

礎

基

幹

展

開

関

連

実

習

演

習

卒

業

研

究

必

修

必

修

選

択

選

択

英

語

そ
の
他

必

修

選

択

選

択

選

択

選

択

必

修

選
択
必
修

選

択

教

育

（
4
コ
ー
ス
）

教

育

4 4 4
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

共
通
及
び
専
門

16 4 8 4

進
級
単
位
62
単
位
以
上
（
｢初

年
次
ゼ
ミ
」
2
単
位
を
含
む
）

卒
業
単
位
124
単
位
以
上

卒
業
・
進
級
の
単
位

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん30以上 14以上 80以上

H26〜30 平成26〜30年度の入学生に適用
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※仮進級については、「皇學館大学授業科目履修規程」第６章第 13 条（P.39）を参照

Ⅱ. 卒業進級要件・カリキュラム表（平成26〜30年度の入学生）

必要修得単位数



H26〜30平成26〜30年度の入学生に適用
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履修上の注意（平成26〜 30年度の入学生）

　共通科目とは、大学の卒業に必要な基礎知識・教養を修得するために、全学部生が履修できる科目
です。履修に際しては、以下の条件に注意すること。
⑴　必修科目を含め、30単位以上修得すること。
⑵　建学の精神の「皇学入門」「伊勢学（平成28年度以降入学生は「伊勢志摩共生学」）」は必修。
⑶　総合基礎について、「初年次ゼミ」「日本語表現」は必修。
⑷　コミュニケーション学科は総合基礎科目「情報処理Ⅰ（基礎）・Ⅱ（応用）」の２単位必修。
⑸　外国語について、「英語基礎Ⅰ・Ⅱ」「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ」「英語総合Ⅰ・Ⅱ」「英語

資格対策Ⅰ・Ⅱ」「英会話Ⅰ・Ⅱ」より４単位以上必修。
⑹　「英語総合Ⅰ・Ⅱ」「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」「英会話Ⅰ・Ⅱ」は、「英語基礎Ⅰ・Ⅱ」「英語コミュニ

ケーションⅠ・Ⅱ」のいずれか２単位取得者のみ受講可。
⑺　人間と文化について、２単位以上必修。
⑻　現代と生活について、２単位以上必修。
⑼　自然と科学について、２単位以上必修。
⑽　伝統の心と技について、２単位以上必修。
⑾　教員免許取得希望者は以下の科目が必修。
　① 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ
　② 情報処理Ⅰ（基礎）・Ⅱ（応用）
　③ 法学（日本国憲法）
　④ 武道Ⅰ～Ⅱ又はアダプテッドスポーツⅠ～Ⅱのうち２科目以上
⑿　中高英語教員免許取得希望者は,「英語総合Ⅰ・Ⅱ」「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」「英会話Ⅰ・Ⅱ」より

２単位以上必修。
⒀　「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」については、Ⅰ（英検２級合格又はTOEIC 470～699）、Ⅱ（英検準１級合

格以上又はTOEIC 700点以上）により単位認定。なお、下位の科目が未認定で上位の科目の認定
を受けた場合、その下位の科目も同時に単位認定される。

⒁　「外国語Ⅰ・Ⅱ」については、本学が指定した留学を申請により単位認定。
⒂　「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」「外国語Ⅰ・Ⅱ」「インターンシップ」「ボランティア」の単位認定については、

必要な証明書を添付の上、履修登録願を学生支援部（教務担当）へ提出すること。申請期間は運用上、
各学期の履修登録修正期間とする。

　　なお、４年次生について、上記期間に申請できなかった場合は、１月中を最終の申請期間とする。
⒃　「武道Ⅰ・Ⅱ」の間で種目を変更することはできない。

〈共通科目〉

　「共通科目」「自学科専門科目」のそれぞれに設定された必要単位数を超えて修得した科目及び他学部・
他学科の専門科目から修得した科目の単位数は、卒業判定において「共通及び専門」として集計され
ます。
⑴　文学部については、共通科目及び専門科目から32単位以上修得すること。
　　教育学部については、共通科目及び専門科目から14単位以上修得すること。
　　現代日本社会学部については、共通科目及び専門科目から24単位以上修得すること。
⑵　各学部・学科の専門科目の備考欄に「☆」のついた科目については、他学部及び他学科の学生も

履修できる。
⑶　現代日本社会学部について、教職課程の「教職に関する科目」は、卒業・進級要件単位に含まない。

〈共通及び専門〉

⑴　必修単位22単位、卒業論文４単位を含む62単位以上修得すること。
⑵　選択必修の講義科目より10単位以上、講読科目より８単位以上、「神道学演習Ⅰ･Ⅱ」又は「宗教

学演習Ⅰ･Ⅱ」又は「日本文化学演習Ⅰ･Ⅱ」又は「プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」より８単位修得のこと。
⑶　「祭式及び同行事作法」はⅠ→Ⅱ→Ⅲの順序で履修すること。

　※「祭式及び同行事作法Ⅰ」と「祭式及び同行事作法Ⅱ」、「祭式及び同行事作法Ⅱ」と「祭式及
び同行事作法Ⅲ」を同時に履修することはできない。ただし、「祭式及び同行事作法Ⅱ」がやむ
を得ざる理由（留学等）により当該年度に修得できなかった者については、最終学年において「祭
式及び同行事作法Ⅲ」と同時に履修することを認める場合がある。

〈自学科専門科目〉
●文 学 部
◦神道学科
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⑴　基礎科目８単位必修。
⑵　基幹科目は政治経済・地域社会・社会福祉・伝統文化の各分野から４単位以上を含めて、18単位

以上修得すること。
⑶　展開科目は政治経済･地域社会･社会福祉･伝統文化の各分野から４単位以上修得すること。
⑷　実習科目は２単位以上修得。演習科目は「現代日本演習Ⅰ」必修４単位、「現代日本演習Ⅱ・Ⅲ」

又は「プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」より選択必修８単位、「卒業研究」必修４単位を含む16単位以上
修得すること。

⑸　上記を含めて70単位以上修得すること。
⑹　実習科目におけるローマ数字表記科目については、順番どおり修得すること。
⑺　「社会情報実習」の単位認定については、必要な証明書を添付の上、履修登録願を学生支援部（教

務担当）へ提出すること。申請期間は運用上、各学期の履修登録修正期間とする。
　　なお、４年次生について、上記期間に申請できなかった場合は、１月中を最終の申請期間とする。

●現代日本社会学部
◦現代日本社会学科（各分野共通）

⑷　備考欄
　　◎は神職課程必修科目
　　△は神職課程選択必修科目
　　○は高校・中学校一種「宗教」教免必修科目

⑴　基礎（必修）単位16単位、「教育研究基礎演習」４単位、「教育研究演習Ⅰ・Ⅱ」又は「プロジェク
ト研究Ⅰ・Ⅱ｣ より選択必修８単位、卒業研究４単位を含む80単位以上修得すること。

●教育学部
◦教育学科（各コース共通）

⑴　必修単位16単位、卒業論文４単位を含む62単位以上修得すること。
⑵　選択必修の講義科目については８単位以上、講読科目より12単位以上、「専門演習Ⅰ・Ⅱ」又は「プ

ロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」についてはいずれか８単位修得のこと。
⑶　備　考
　　□は高校・中学校一種「国語」教免必修科目
　　△は高校一種「書道」教免必修科目

◦国文学科

⑴　必修単位12単位、「国史学演習」及び「国史学特殊演習」、又は「プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」より
選択必修８単位、卒業論文４単位を含む62単位以上修得すること。

⑵　選択必修の特講科目については８単位以上、講読科目より８単位以上、「東洋史概説」及び「西洋
史概説」については４単位以上修得のこと。

⑶　備　考
　　□は中学校一種「社会」教免必修科目
　　◎は高校一種「地理歴史」教免必修科目
　　△は高校一種「公民」教免必修科目

◦国史学科

⑴　必修単位12単位、「コミュニケーション専門演習Ⅰ・Ⅱ」、又は「プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」より
選択必修８単位、卒業研究４単位を含む62単位以上修得すること。

⑵　備　考
　　□は高校・中学校一種「英語」教免必修科目

◦コミュニケーション学科



全学部共通科目

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次･セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

建
学
の
精
神

必

修

皇学入門《神道と日本文化》
神道学科教員
国文学科教員
遠藤(慶)･髙沢
加藤(純)･橋本(雅)

講義 2 ○
7クラス
(神文史コ現各１クラ
ス・教２クラス)

伊 勢 学(～Ｈ27)
伊勢志摩共生学(Ｈ28～) オ ム ニ バ ス 講義 2 ○

総

合

基

礎

必
修

初 年 次 ゼ ミ 指 導 教 員 演習 2 ○ 単位認定のみ

日 本 語 表 現 荊 木 ･ 濵 畑
川合･前田(雅) 演習 2 ○ ○ 26クラス

選

択

古 文 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講
古 文 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講
漢 文 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講
漢 文 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講

情 報 処 理 Ⅰ (基 礎) 張・石 田・王 演習 1 ○ 7クラス
⎫
⎪
⎪
⎬
⎪
⎪
⎭

保育士・教免
コミュニケー
ション必修7クラス情 報 処 理 Ⅱ (応 用) 張・石 田・王 演習 1 ○

キャリア形成のための数学基礎Ⅰ 勢 力 （よ） 演習 2 ○
キャリア形成のための数学基礎Ⅱ 勢 力 （よ） 演習 2 ○

統 計 学 基 礎 筒 井 演習 2 ○ ○
2セメのみへ変更
「データサイエンス入門」
と同時開講

伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学

選

択

伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ 池 山 講義 2 ○ 伊勢志摩圏域の定住資源と将来像
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅱ 池 山 講義 2 ○ 伊勢志摩圏域の経済・産業と将来像
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅲ 別府(三十三総研) 講義 2 ○ 1・2・3次産業基本論
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅳ 水谷(三十三総研) 講義 2 ○ 6次産業化実践論
伊勢志摩共生学実習Ａ 池 山 実習 1 ○
伊勢志摩共生学実習Ｂ 池 山 実習 1 ○
伊勢志摩共生学実習Ｃ 実習 1 ○ ○ 不開講
伊勢志摩共生学実習Ｄ 実習 1 ○ ○ 不開講

人
生
と
仕
事

選

択

人 生 と 仕 事 Ⅰ オ ム ニ バ ス 講義 1 ○ 隔週
人 生 と 仕 事 Ⅱ オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ 愛知心理教育ラボ
グローバル化と地域の経済社会 オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ 三十三総研との産学協働講座
社会人課題解決力養成演習 池 山 演習 2 ○

イ ン タ ー ン シ ッ プ 岡野(裕)･村上 演習 1 ○ ※ ○ ※ 海外･国内での
インターンシップ等
5セメスターへ変更
教育アシスタント等

⎫
⎪
⎪
⎬

単位認定申請
については該
当セメスター
以降において
も可
⎪
⎪
⎭

ボ ラ ン テ ィ ア 渡 邉 （賢） 演習 1 ○ ※

職
業
人
実
務
基
礎

選

択

ビジネス会計学(基礎編) 草 川 講義 2 ○ ⎫
⎪
⎪
⎪
⎪
⎬
⎪
⎪
⎪
⎪
⎭

名古屋
大原学園

ビジネス会計学(応用編)Ⅰ 草 川 講義 2 ○ ○ 3セメヘ変更
ビジネス会計学(応用編)Ⅱ 草 川 講義 2 ○ ○ 4セメヘ変更
ビジネス法律学(基礎編) 高 木 講義 2 ○ ○ 4セメヘ変更
ビジネス法律学(応用編)Ⅰ 高 木 講義 2 ○ ○ 5セメヘ変更
ビジネス法律学(応用編)Ⅱ 高 木 講義 2 ○ ○ 6セメヘ変更
ビジネス金融論･税務知識Ⅰ 加 藤 (耕) 講義 2 ○
ビジネス金融論･税務知識Ⅱ 加 藤 (耕) 講義 2 ○

外

国

語

選

択

必

修

英 語 基 礎 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講

４

単

位

以

上

英 語 基 礎 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講
英語コミュニケーションⅠ 演習 1 ○ 不開講
英語コミュニケーションⅡ 演習 1 ○ 不開講
英 語 総 合 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講(状況においては開講)

中高英免⎫
⎬
⎭2単位必修

英 語 総 合 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講(状況においては開講)
英 語 資 格 対 策 Ⅰ 豊 住 演習 1 ○ 単位認定のみ
英 語 資 格 対 策 Ⅱ 豊 住 演習 1 ○ 単位認定のみ
英 会 話 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講
英 会 話 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講

選

択

ド イ ツ 語 初 級 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講
ド イ ツ 語 初 級 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講
ド イ ツ 語 中 級 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講
ド イ ツ 語 中 級 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講

共 通 科 目
H26～30

7

H26〜30平成26〜30年度の入学生に適用

7

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
共
通
科
目 

Ｈ
26
〜
30
）

全学部共通科目
共　通　科　目

共通 H26 ～ 30 ①



外

国

語

選

択

ポルトガル語初級Ⅰ 演習 1 ○ 不開講
ポルトガル語初級Ⅱ 演習 1 ○ 不開講
ポルトガル語中級Ⅰ 演習 1 ○ 不開講
ポルトガル語中級Ⅱ 演習 1 ○ 不開講
中 国 語 初 級 Ⅰ 松下･河井･李 演習 1 ○ 4クラス
中 国 語 初 級 Ⅱ 松下･河井･李 演習 1 ○ 4クラス
中 国 語 中 級 Ⅰ 松 下 ・ 李 演習 1 ○ 2クラス
中 国 語 中 級 Ⅱ 松 下 ・ 李 演習 1 ○ 2クラス
外 国 語 Ⅰ 豊 住 演習 2 ○ ⎫

⎬
⎭
単位認定のみ
成績はつかない外 国 語 Ⅱ 松 下 演習 2 ○

人
間
と
文
化

選
択
必
修

哲 学 入 門 講義 2 ○ 不開講
２
単
位
以
上

言 語 学 入 門 講義 2 ○ 不開講
心 理 学 入 門 講義 2 ○ 不開講
世 界 の 歴 史 講義 2 ○ 不開講
世 界 の 思 想 講義 2 ○ 不開講

現

代

と

生

活

選

択

必

修

法 学 (日 本 国 憲 法) 富 永 講義 2 ○ 2クラス 教免・保育士必修

２

単

位

以

上

現 代 と 福 祉 講義 2 ○ 不開講
現 代 と 健 康 講義 2 ○ 不開講
現 代 と 教 育 講義 2 ○ 不開講
人 権 論 講義 2 ○ 不開講

アダプテッドスポーツⅠ 佐 藤 実技 1 ○ ⎫
⎪
⎬
⎪
⎭

武道Ⅰ・Ⅱ又はアダ
プテッドスポーツ
Ⅰ・Ⅱより教免は２
単位、保育士は１単
位必修アダプテッドスポーツⅡ 佐 藤 実技 1 ○

リ ス ク 社 会 と 安 全 講義 1 ○ 不開講

自
然
と
科
学

選

択

必

修

生 物 学 澤 講義 2 ○ 集中
２
単
位
以
上

化 学 勢 力 （稔） 講義 2 ○
物 理 学 上 島 講義 2 ○ ○
天 文 学 講義 2 ○ 不開講
環 境 と 文 明 講義 2 ○ 不開講

自 然 地 理 学 栗 林 講義 2 ○ ○ 各2クラス 1･2セメへ変更
中社・高地歴免必修

伝

統

の

心

と

技

選

択

必

修

武道Ⅰ《柔道・剣道》 加藤(純)･佐藤 実技 1 ○ 4クラス
⎫
⎪
⎪
⎬
⎪
⎪
⎭

武道Ⅰ・Ⅱ
又はアダプ
テ ッ ド ス
ポーツⅠ・
Ⅱより教免
は２単位、
保育士は１
単位必修 ２

単

位

以

上

武道Ⅱ《柔道・剣道》 加藤(純)･佐藤 実技 1 ○ 4クラス

書 道 Ⅰ 上小倉・庄田 実技 1 ○ 5クラス 中国免必修

書 道 Ⅱ 上小倉・庄田 実技 1 ○ 5クラス 中国免必修

マ ナ ー 入 門 演習 2 ○ 不開講

茶 道 (裏 千 家) 筒井(紘)・淺沼
奥 野 ・ 瀬 古 演習 2 ○ ○ 隔週２コマ連続 各１クラス

能 (喜 多 流) 演習 2 ○ 不開講
能 (観 世 流) 演習 2 ○ 不開講
伝 統 建 築 ・ 工 芸 演習 2 ○ 不開講
雅 楽 入 門 飛 騨 演習 2 ○ 隔週2コマ連続
落 語 演習 2 ○ 不開講
和 歌 大 島 演習 2 ○
囲 碁 演習 2 ○ ○ 不開講
神 社 祭 式 入 門 演習 2 ○ 不開講

履修上の注意
※１ 建学の精神の「皇学入門《神道と日本文化》」、「伊勢学」（平成28年度以降入学生については「伊勢志摩定住自立圏共生学」）は必修
※２ 総合基礎の「初年次ゼミ」、「日本語表現」は必修
※３ 外国語は、「英語基礎Ⅰ・Ⅱ」、「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ」、「英語総合Ⅰ・Ⅱ」、「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」、「英会話Ⅰ・Ⅱ」より４単位必修
※４ ｢英語総合Ⅰ･Ⅱ」、「英語資格対策Ⅰ･Ⅱ」、「英会話Ⅰ･Ⅱ」は、「英語基礎Ⅰ･Ⅱ」、「英語コミュニケーションⅠ･Ⅱ」のいずれか２単位取得者のみ受講可
※５ 教免取得希望者は、「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ」２単位必修。中高英免取得希望者はこれに加えて「英語総合Ⅰ・Ⅱ」、「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」、

「英会話Ⅰ・Ⅱ」より２単位以上必修
※６ ｢外国語Ⅰ・Ⅱ」については留学単位認定

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次･セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

8
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履修上の注意
※１　建学の精神の「皇学入門《神道と日本文化》」、「伊勢学」（平成28年度以降入学生については「伊勢志摩定住自立圏共生学」）は必修
※２　総合基礎の「初年次ゼミ」、「日本語表現」は必修
※３　外国語は、「英語基礎Ⅰ・Ⅱ」、「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ」、「英語総合Ⅰ・Ⅱ」、「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」、「英会話Ⅰ・Ⅱ」より４単位必修
※４　「英語総合Ⅰ・Ⅱ」、「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」、「英会話Ⅰ・Ⅱ」は、「英語基礎Ⅰ・Ⅱ」、「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ」のいずれか２単位取得者のみ受講可
※５　教免取得希望者は、「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ」２単位必修。中高英免取得希望者はこれに加えて「英語総合Ⅰ・Ⅱ」、「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」、

「英会話Ⅰ・Ⅱ」より２単位以上必修
※６　「外国語Ⅰ・Ⅱ」については留学単位認定

共通 H26 ～ 30 ②



神道学科専門科目

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

必

修

神 道 概 論 髙 野 講義 4 ○ ◎○★
神 道 史 新 田 (惠) 講義 4 ○ ◎○★
祭 祀 概 論 田 井 講義 4 ○ ◎○★
神 道 神 学 松 本 講義 4 ○ ◎○★
皇 室 概 説 塩 川 講義 2 ○ △ ☆
宗 教 学 概 論 板井･中山(郁) 講義 4 ○ ◎○☆ 2クラス

選

択

必

修

神 道 文 献 髙 野 講義 2 ○ △ ☆

10

単

位

以

上

日 本 文 化 概 説 Ⅰ 講義 2 ○ ☆ 不開講
日 本 文 化 概 説 Ⅱ 講義 2 ○ ☆ 不開講
神 社 概 説 神道学科教員 講義 2 ○ △ ☆ オムニバス
神 道 思 想 史 松 本 講義 2 ○ △ ☆
近 代 神 道 史 髙 野 講義 2 ○ △ ☆ 近代神道論と同時開講

現 代 神 道 論 板 井 講義 2 ○ ☆
神 宮 史 Ⅰ 塩 川 講義 2 ○ △ ☆
神 宮 史 Ⅱ 谷 戸 講義 2 ○ △ ☆
宗 教 学 講 義 Ⅰ 板 井 講義 2 ○ △○☆
宗 教 学 講 義 Ⅱ 中 山 (郁) 講義 2 ○ △○☆
日 本 思 想 史 松 浦 講義 2 ○ ☆
日 本 文 化 史 Ⅰ 講義 2 ○ ☆ 不開講
日 本 文 化 史 Ⅱ 講義 2 ○ ☆ 不開講
日 本 宗 教 史 多 田 講義 2 ○ △ ☆
日 本 民 俗 論 板 井 講義 2 ○ ☆
国 文 学 概 論 Ⅰ 田 中 (康) 講義 2 ○ ☆
国 文 学 概 論 Ⅱ 平 石 講義 2 ○ ☆
古 典 講 読 Ⅰ 橋 本（雅） 演習 4 ○ ◎ ★ 8

単
位
以
上

古 典 講 読 Ⅱ 松 本 演習 4 ○ ◎ ★
古 典 講 読 Ⅲ 秦 演習 4 ○ ◎ ★

神 道 学 演 習 Ⅰ 松本 ･髙野
田井･新田(惠) 演習 4 ○ 4クラス⎫

⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎬
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎭

神道学演習
Ⅰ・Ⅱ
または、
宗教学演習
Ⅰ・Ⅱ
または、
日本文化学演習
Ⅰ・Ⅱ
または、

プロジェクト研究
Ⅰ・Ⅱ
より

８単位必修

神 道 学 演 習 Ⅱ 松本 ･髙野
田井･新田(惠) 演習 4 ○ 4クラス

宗 教 学 演 習 Ⅰ 板井･中山(郁) 演習 4 ○ 2クラス
宗 教 学 演 習 Ⅱ 板井･中山(郁) 演習 4 ○ 2クラス
日 本 文 化 学 演 習 Ⅰ 橋 本 (雅) 演習 4 ○
日 本 文 化 学 演 習 Ⅱ 橋 本 (雅) 演習 4 ○
プロジェクト研究Ⅰ 学 科 教 員 演習 4 ○
プロジェクト研究Ⅱ 学 科 教 員 演習 4 ○

選

択

有 職 故 実 秦 講義 2 ○ ○ ◎ ★ 5セメへ変更
祭式及び同行事作法Ⅰ 田 井 演習 2 ○ ◎ ★ 2クラス
祭式及び同行事作法Ⅱ 岩 城 演習 4 ○ ◎ ★ 2クラス2コマ連続
祭式及び同行事作法Ⅲ 田 井 演習 2 ○ ◎ ★ 2クラス隔週2コマ連続
祝 詞 作 文 髙 橋 (正) 演習 4 ○ ◎ ★
神 道 教 化 概 論 板 井 講義 4 ○ ◎ ★
神 社 関 係 法 規 髙 野 講義 4 ○ ◎ ★
神 道 英 語 Ｃ.メイヨー 演習 2 ○ △ ☆

文学部専門科目
26～30

9

H26〜30平成26〜30年度の入学生に適用
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神道学科専門科目
文学部専門科目

神道 H26 ～ 30 ①



選

択

武 士 道 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
世 界 宗 教 史 宮 坂 講義 4 ○ ◎○☆ 集中
仏 教 概 説 久 間 講義 2 ○ △ ☆ 集中
礼 法 Ⅰ 小 笠 原 実習 1 ○ 2クラス
礼 法 Ⅱ 小 笠 原 実習 1 ○ 2クラス
礼 法 Ⅲ 小 笠 原 実習 1 ○
礼 法 Ⅳ 小 笠 原 実習 1 ○
礼 法 Ⅴ 実習 1 ○ 不開講
礼 法 Ⅵ 実習 1 ○ 不開講
茶 道 Ⅰ 瀬 古 実習 1 ○ 2クラス
茶 道 Ⅱ 瀬 古 実習 1 ○ 2クラス
茶 道 Ⅲ 淺 沼 実習 1 ○
茶 道 Ⅳ 淺 沼 実習 1 ○
茶 道 Ⅴ 淺 沼 実習 1 ○ 隔週2コマ連続
茶 道 Ⅵ 淺 沼 実習 1 ○ 隔週2コマ連続
合 気 道 Ⅰ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅱ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅲ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅳ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅴ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅵ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅰ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅱ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅲ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅳ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅴ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅵ 実習 1 ○ 不開講

必
修 卒 業 論 文 演習 4 ○

履修上の注意
◎は神職課程必修科目
△は神職課程選択必修科目
○は中学校・高校一種「宗教」教免必修科目
※62単位以上修得。
☆について、他学部・他学科の学生が履修することができます。
★について、他学部・他学科のうち神職課程履修者のみ履修することができます。

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

10

H26〜30

10
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履修上の注意
　◎は神職課程必修科目
　△は神職課程選択必修科目
　○は中学校・高校一種「宗教」教免必修科目
　※62単位以上修得
　☆について、他学部・他学科の学生が履修することができます。
　★について、他学部・他学科のうち神職課程履修者のみ履修することができます。

神道 H26 ～ 30 ②



選

択

武 士 道 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
世 界 宗 教 史 宮 坂 講義 4 ○ ◎○☆ 集中
仏 教 概 説 久 間 講義 2 ○ △ ☆ 集中
礼 法 Ⅰ 小 笠 原 実習 1 ○ 2クラス
礼 法 Ⅱ 小 笠 原 実習 1 ○ 2クラス
礼 法 Ⅲ 小 笠 原 実習 1 ○
礼 法 Ⅳ 小 笠 原 実習 1 ○
礼 法 Ⅴ 実習 1 ○ 不開講
礼 法 Ⅵ 実習 1 ○ 不開講
茶 道 Ⅰ 瀬 古 実習 1 ○ 2クラス
茶 道 Ⅱ 瀬 古 実習 1 ○ 2クラス
茶 道 Ⅲ 淺 沼 実習 1 ○
茶 道 Ⅳ 淺 沼 実習 1 ○
茶 道 Ⅴ 淺 沼 実習 1 ○ 隔週2コマ連続
茶 道 Ⅵ 淺 沼 実習 1 ○ 隔週2コマ連続
合 気 道 Ⅰ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅱ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅲ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅳ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅴ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅵ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅰ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅱ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅲ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅳ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅴ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅵ 実習 1 ○ 不開講

必
修 卒 業 論 文 演習 4 ○

履修上の注意
◎は神職課程必修科目
△は神職課程選択必修科目
○は中学校・高校一種「宗教」教免必修科目
※62単位以上修得。
☆について、他学部・他学科の学生が履修することができます。
★について、他学部・他学科のうち神職課程履修者のみ履修することができます。

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

国文学科専門科目

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

必

修

国文学概論Ⅰ《古典文学》 田 中 (康) 講義 2 ○ □ △ ☆
国文学概論Ⅱ《近代文学》 平 石 講義 2 ○ □ △ ☆
国語学概論Ⅰ《音声・語彙》 濵 畑 講義 2 ○ □ ☆ 2クラス
国語学概論Ⅱ《文法・書記》 濵 畑 講義 2 ○ □ ☆
漢文学概論Ⅰ《春秋戦国～漢代》 松 下 講義 2 ○ □ △ ☆
漢文学概論Ⅱ《六朝～明清》 松 下 講義 2 ○ □ △ ☆
国 文 学 史 概 説 Ⅰ
《上 代・中 古・中 世》 大 島 ･ 木 村 講義 2 ○ □ △ ☆

国 文 学 史 概 説 Ⅱ
《近 世・近 代・現 代》

田 中 (康)
岡野(裕)･平石 講義 2 ○ □ △ ☆

選

択

必

修

古 典 文 学 講 義 Ⅰ Ａ 大 島 講義 2 ○ ☆

8

単

位

以

上

古 典 文 学 講 義 Ⅰ Ｂ 講義 2 ○ ☆ 不開講
古 典 文 学 講 義 Ⅰ Ｃ 木 村 講義 2 ○ ☆
古 典 文 学 講 義 Ⅰ Ｄ 田 中 (康) 講義 2 ○ ☆
近 代 文 学 講 義 Ⅰ Ａ 平 石 講義 2 ○ ☆
近 代 文 学 講 義 Ⅰ Ｂ 岡 野 (裕) 講義 2 ○ ☆
国 語 史 概 説 Ⅰ 兒 島 講義 2 ○ ☆
古 典 文 学 講 義 Ⅱ Ａ 大 島 講義 2 ○ ☆
古 典 文 学 講 義 Ⅱ Ｂ 講義 2 ○ ☆ 不開講
古 典 文 学 講 義 Ⅱ Ｃ 木 村 講義 2 ○ ☆
古 典 文 学 講 義 Ⅱ Ｄ 田 中 (康) 講義 2 ○ ☆
近 代 文 学 講 義 Ⅱ Ａ 平 石 講義 2 ○ ☆
近 代 文 学 講 義 Ⅱ Ｂ 岡 野 (裕) 講義 2 ○ ☆
国 語 史 概 説 Ⅱ 兒 島 講義 2 ○ ☆
書 誌 学 概 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
書 誌 学 講 義 講義 2 ○ ☆ 不開講
古 典 文 学 講 読 Ⅰ Ａ 大 島 演習 2 ○ ☆

12

単

位

以

上

古 典 文 学 講 読 Ⅰ Ｂ 演習 2 ○ ☆ 不開講
古 典 文 学 講 読 Ⅰ Ｃ 木 村 演習 2 ○ ☆
古 典 文 学 講 読 Ⅰ Ｄ 田 中 (康) 演習 2 ○ ☆
近 代 文 学 講 読 Ⅰ Ａ 平 石 演習 2 ○ ☆
近 代 文 学 講 読 Ⅰ Ｂ 演習 2 ○ ☆ 不開講
国 語 学 講 読 Ⅰ 川 合 演習 2 ○ ☆
古 典 文 学 講 読 Ⅱ Ａ 大 島 演習 2 ○ ☆
古 典 文 学 講 読 Ⅱ Ｂ 演習 2 ○ ☆ 不開講
古 典 文 学 講 読 Ⅱ Ｃ 木 村 演習 2 ○ ☆
古 典 文 学 講 読 Ⅱ Ｄ 田 中 (康) 演習 2 ○ ☆
近 代 文 学 講 読 Ⅱ Ａ 平 石 演習 2 ○ ☆
近 代 文 学 講 読 Ⅱ Ｂ 演習 2 ○ ☆ 不開講
国 語 学 講 読 Ⅱ 川 合 演習 2 ○ ☆
漢 文 学 講 読 Ⅰ 松 下 演習 2 ○ ☆
漢 文 学 講 読 Ⅱ 松 下 演習 2 ○ ☆
専 門 演 習 Ⅰ Ａ 大 島 演習 4 ○

4

単

位

必

修

専 門 演 習 Ⅰ Ｂ 演習 4 ○ 不開講
専 門 演 習 Ⅰ Ｃ 木 村 演習 4 ○
専 門 演 習 Ⅰ Ｄ 田 中 (康) 演習 4 ○
専 門 演 習 Ⅰ Ｅ 平 石 演習 4 ○
専 門 演 習 Ⅰ Ｆ 岡 野 (裕) 演習 4 ○
専 門 演 習 Ⅰ Ｇ 齋 藤 (平) 演習 4 ○
専 門 演 習 Ⅰ Ｈ 松 下 演習 4 ○
専 門 演 習 Ⅰ Ｉ 演習 4 ○ 不開講
専門演習ⅠＪ(書道史) 上 小 倉 演習 4 ○ △
プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅰ 学 科 教 員 演習 4 ○

H26～30

11

H26〜30平成26〜30年度の入学生に適用
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国文学科専門科目 国文 H26 ～ 30 ①



国史学科専門科目

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

必

修

国 史 概 説 Ａ《古 代》 遠 藤 (慶) 講義 2 ○ □ ◎ ☆
国 史 概 説 Ｂ《中 世》 岡 野 (友) 講義 2 ○ □ ◎ ☆
国 史 概 説 Ｃ《近 世》 谷 戸 講義 2 ○ □ ◎ ☆
国 史 概 説 Ｄ《近 現 代》 谷 口 講義 2 ○ □ ◎ ☆

基 礎 史 料 講 読
春：佐 野
小 林 (郁)

秋：松 浦
長 谷 川

演習 2 ○ ○ ☆ 各2クラス

史 学 概 論 谷 口 講義 2 ○ ☆

選

択

必

修

国史学演習【ＡⅠ～Ｅ】

【ＡⅠ】遠藤(慶)
【ＢⅠ】多 田
【ＢⅡ】岡野(友)
【ＣⅠ】谷 戸
【ＣⅡ】松 浦
【ＤⅠ】谷 口
【ＤⅡ】
【 Ｅ 】堀 内

演習 4 ○

【ＤⅡ】不開講

４

単

位

必

修
プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅰ 学 科 教 員 演習 4 ○

国史学特殊演習【ＡⅠ～Ｅ】

【ＡⅠ】遠藤(慶)
【ＢⅠ】多 田
【ＢⅡ】岡野(友)
【ＣⅠ】谷 戸
【ＣⅡ】松 浦
【ＤⅠ】谷 口
【ＤⅡ】
【 Ｅ 】堀 内

演習 4 ○

【ＤⅡ】不開講

４

単

位

必

修
プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅱ 学 科 教 員 演習 4 ○
国史学特講ＡⅠ《古代》 遠 藤 (慶) 講義 2 ○ ☆

８

単

位

以

上

国史学特講ＡⅡ《古代》 講義 2 ○ ☆ 不開講
国史学特講ＢⅠ《中世》 多 田 講義 2 ○ ☆
国史学特講ＢⅡ《中世》 岡 野 (友) 講義 2 ○ ☆
国史学特講ＣⅠ《近世》 谷 戸 講義 2 ○ ☆
国史学特講ＣⅡ《近世》 松 浦 講義 2 ○ ☆
国史学特講ＤⅠ《近代》 川 越 講義 2 ○ ☆
国史学特講ＤⅡ《近代》 長 谷 川 講義 2 ○ ☆
外 国 史 特 講《東 洋 史》 堀 内 講義 2 ○ ○ ☆ 6セメへ変更
史 料 講 読 Ａ《古 代》 佐 野 演習 4 ○ ☆

８
単
位
以
上

史 料 講 読 Ｂ《中 世》 春：多 田
秋：小 林 (郁) 演習 4 ○ ☆

史 料 講 読 Ｃ《近 世》 谷 戸 演習 4 ○ ☆

史 料 講 読 Ｄ《近 代》 春：吉 田 (武)
秋：谷 口 演習 4 ○ ☆

史 料 講 読 Ｅ《東 洋 史》 堀 内 演習 4 ○ ☆
東 洋 史 概 説 堀 内 講義 4 ○ □ ◎ ☆ 4

単
位
以
上西 洋 史 概 説 坂 井 講義 4 ○ □ ◎ ☆

選

択

日 本 史 学 史 講義 4 ○ ☆ 不開講
古 文 書 学 岡 野 (友) 講義 4 ○ ☆
考 古 学 竹 田 (憲) 講義 4 ○ ☆
美 術 史 岡 野 (智) 講義 4 ○ ☆
教 育 史 井 上 (兼) 講義 2 ○ ☆ 2クラス
東 洋 思 想 史 永 瀬 講義 2 ○ ☆
西 洋 思 想 史 加 藤 (皓) 講義 2 ○ ☆
日 本 思 想 史 松 浦 講義 2 ○ ☆
日 本 文 化 史 Ⅰ 講義 2 ○ ☆ 不開講
日 本 文 化 史 Ⅱ 講義 2 ○ ☆ 不開講
歴 史 地 理 学 Ⅰ 和 田 講義 2 ○ ☆
歴 史 地 理 学 Ⅱ 和 田 講義 2 ○ ○ ☆ 5セメへ変更

26～30

選

択

必

修

専 門 演 習 Ⅱ ａ 大 島 演習 4 ○

4

単

位

必

修

専 門 演 習 Ⅱ ｂ 演習 4 ○ 不開講
専 門 演 習 Ⅱ ｃ 木 村 演習 4 ○
専 門 演 習 Ⅱ ｄ 田 中 (康) 演習 4 ○
専 門 演 習 Ⅱ ｅ 平 石 演習 4 ○
専 門 演 習 Ⅱ ｆ 岡 野 (裕) 演習 4 ○
専 門 演 習 Ⅱ ｇ 齋 藤 (平) 演習 4 ○
専 門 演 習 Ⅱ ｈ 松 下 演習 4 ○
専 門 演 習 Ⅱ ｉ 演習 4 ○ 不開講
専 門 演 習 Ⅱ ｊ 上 小 倉 演習 4 ○
プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅱ 学 科 教 員 演習 4 ○

選

択

言 語 表 現 学 概 論 Ⅰ 平 石 講義 2 ○ □ ☆
言 語 表 現 学 概 論 Ⅱ 平 石 講義 2 ○ □ ☆
国 文 法 概 説 大 島 講義 4 ○ ☆
社 会 言 語 学 中 井 講義 2 ○ ☆ 集中
図 書 館 概 論 岡 野 (裕) 講義 2 ○ ☆
情 報 資 源 組 織 論 千 邑 講義 2 ○ ☆
子どもの本と児童サービス 林 講義 2 ○ ☆
図 書 館 情 報 資 源 概 論 岡 野 (裕) 講義 2 ○ ☆
読 書 と 豊 か な 人 間 性 林 講義 2 ○ ☆
書物と図書館の文化史 岡 野 (裕) 講義 2 ○ ☆
芸 能 論 前 田 (憲) 講義 4 ○ ☆
日 本 文 化 史 Ⅰ 講義 2 ○ ☆ 不開講
日 本 文 化 史 Ⅱ 講義 2 ○ ☆ 不開講
世 界 宗 教 史 宮 坂 講義 4 ○ ☆ 集中
日 本 宗 教 史 多 田 講義 2 ○ ☆
書 論 ・ 鑑 賞 上 小 倉 講義 2 ○ ○ △ ☆ 5セメへ変更
書 Ⅰ (漢 字 書 法) 上 小 倉 実技 2 ○ △ ☆ 隔週2コマ連続
書 Ⅱ (金 石 書 法) 庄 田 実技 2 ○ △ ☆
書 Ⅲ (仮 名 書 法) 山 本 (の) 実技 2 ○ △ ☆
書 Ⅳ (作 品 制 作) 上 小 倉 実技 2 ○ △ ☆ 隔週2コマ連続

必
修 卒 業 論 文 演習 4 ○

履修上の注意
□は中学校・高校一種「国語」教免必修科目
△は高校一種「書道」教免必修科目
※62単位以上修得。
☆について、他学部・他学科の学生が履修することができます。

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

12
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国史学科専門科目

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

必

修

国 史 概 説 Ａ《古 代》 遠 藤 (慶) 講義 2 ○ □ ◎ ☆
国 史 概 説 Ｂ《中 世》 岡 野 (友) 講義 2 ○ □ ◎ ☆
国 史 概 説 Ｃ《近 世》 谷 戸 講義 2 ○ □ ◎ ☆
国 史 概 説 Ｄ《近 現 代》 谷 口 講義 2 ○ □ ◎ ☆

基 礎 史 料 講 読
春：佐 野

小 林 (郁)
秋：松 浦

長 谷 川
演習 2 ○ ○ ☆ 各2クラス

史 学 概 論 谷 口 講義 2 ○ ☆

選

択

必

修

国史学演習【ＡⅠ～Ｅ】

【ＡⅠ】遠藤(慶)
【ＢⅠ】多 田
【ＢⅡ】岡野(友)
【ＣⅠ】谷 戸
【ＣⅡ】松 浦
【ＤⅠ】谷 口
【ＤⅡ】
【 Ｅ 】堀 内

演習 4 ○

【ＤⅡ】不開講

４

単

位

必

修
プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅰ 学 科 教 員 演習 4 ○

国史学特殊演習【ＡⅠ～Ｅ】

【ＡⅠ】遠藤(慶)
【ＢⅠ】多 田
【ＢⅡ】岡野(友)
【ＣⅠ】谷 戸
【ＣⅡ】松 浦
【ＤⅠ】谷 口
【ＤⅡ】
【 Ｅ 】堀 内

演習 4 ○

【ＤⅡ】不開講

４

単

位

必

修
プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅱ 学 科 教 員 演習 4 ○
国史学特講ＡⅠ《古代》 遠 藤 (慶) 講義 2 ○ ☆

８

単

位

以

上

国史学特講ＡⅡ《古代》 講義 2 ○ ☆ 不開講
国史学特講ＢⅠ《中世》 多 田 講義 2 ○ ☆
国史学特講ＢⅡ《中世》 岡 野 (友) 講義 2 ○ ☆
国史学特講ＣⅠ《近世》 谷 戸 講義 2 ○ ☆
国史学特講ＣⅡ《近世》 松 浦 講義 2 ○ ☆
国史学特講ＤⅠ《近代》 川 越 講義 2 ○ ☆
国史学特講ＤⅡ《近代》 長 谷 川 講義 2 ○ ☆
外 国 史 特 講《東 洋 史》 堀 内 講義 2 ○ ○ ☆ 6セメへ変更
史 料 講 読 Ａ《古 代》 佐 野 演習 4 ○ ☆

８
単
位
以
上

史 料 講 読 Ｂ《中 世》 春：多 田
秋：小 林 (郁) 演習 4 ○ ☆

史 料 講 読 Ｃ《近 世》 谷 戸 演習 4 ○ ☆

史 料 講 読 Ｄ《近 代》 春：吉 田 (武)
秋：谷 口 演習 4 ○ ☆

史 料 講 読 Ｅ《東 洋 史》 堀 内 演習 4 ○ ☆
東 洋 史 概 説 堀 内 講義 4 ○ □ ◎ ☆ 4

単
位
以
上西 洋 史 概 説 坂 井 講義 4 ○ □ ◎ ☆

選

択

日 本 史 学 史 講義 4 ○ ☆ 不開講
古 文 書 学 岡 野 (友) 講義 4 ○ ☆
考 古 学 竹 田 (憲) 講義 4 ○ ☆
美 術 史 岡 野 (智) 講義 4 ○ ☆
教 育 史 井 上 (兼) 講義 2 ○ ☆ 2クラス
東 洋 思 想 史 永 瀬 講義 2 ○ ☆
西 洋 思 想 史 加 藤 (皓) 講義 2 ○ ☆
日 本 思 想 史 松 浦 講義 2 ○ ☆
日 本 文 化 史 Ⅰ 講義 2 ○ ☆ 不開講
日 本 文 化 史 Ⅱ 講義 2 ○ ☆ 不開講
歴 史 地 理 学 Ⅰ 和 田 講義 2 ○ ☆
歴 史 地 理 学 Ⅱ 和 田 講義 2 ○ ○ ☆ 5セメへ変更

26～30
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選

択

人 文 地 理 学 Ⅰ 島 田 講義 2 ○ □ ◎ ☆
人 文 地 理 学 Ⅱ 島 田 講義 2 ○ □ ◎ ☆ 集中
地 誌 学 栗 林 講義 2 ○ □ ◎ ☆
法 律 学 概 論 富 永 講義 2 ○ △ ☆
法 制 史 特 講 谷 口 講義 2 ○ ☆
政 治 学 概 論 佐 々 木 講義 2 ○ △ ☆
政 治 学 特 講 吉 田 （武） 講義 2 ○ ☆
社 会 学 概 論 藤 井 講義 2 ○ △ ☆
社 会 学 特 講 関 根 講義 2 ○ ☆ 現代社会論と同時開講
経 済 学 概 論 深 井 講義 2 ○ △ ☆
社 会 経 済 史 塩 谷 講義 2 ○ ☆ 集中
哲 学 概 論 齊 藤 (正) 講義 2 ○ ○ △ ○ ☆ 7セメへ変更
心 理 学 概 論 Ⅰ 芳 賀 講義 2 ○ △ ☆
宗 教 学 概 論 板井・中山(郁) 講義 4 ○ △ ☆ 2クラス
日 本 宗 教 史 多 田 講義 2 ○ ☆
世 界 宗 教 史 宮 坂 講義 4 ○ ☆ 集中
神 宮 史 Ⅰ 塩 川 講義 2 ○ ☆
神 宮 史 Ⅱ 谷 戸 講義 2 ○ ☆
有 職 故 実 秦 講義 2 ○ ○ ☆ 5セメへ変更

国 文 学 史 概 説 Ⅰ
《上 代・中 古・中 世》 石 谷 講義 2 ○ ☆ 中高国･高書免必修

国 文 学 史 概 説 Ⅱ
《近 世・近 代・現 代》 石 谷 講義 2 ○ ☆ 中高国･高書免必修

書 誌 学 概 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
書 誌 学 講 義 講義 2 ○ ☆ 不開講
書物と図書館の文化史 岡 野 (裕) 講義 2 ○ ☆
博 物 館 概 論 浦 野 講義 2 ○ ☆
博 物 館 資 料 論 長 谷 川 講義 2 ○ ☆

必
修 卒 業 論 文 演習 4 ○

履修上の注意
□は中学校一種「社会」教免必修科目
◎は高校一種「地理歴史」教免必修科目
△は高校一種「公民」教免必修科目
○は中学校・高校一種「宗教」教免必修科目
※62単位以上修得。
☆について、他学部・他学科の学生が履修することができます。

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8
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履修上の注意
　□は中学校一種「社会」教免必修科目
　◎は高校一種「地理歴史」教免必修科目
　△は高校一種「公民」教免必修科目
　○は中学校・高校一種「宗教」教免必修科目
　※62単位以上修得
　☆について、他学部・他学科の学生が履修することができます。

国史 H26 ～ 30 ②



コミュニケーション学科専門科目

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

必

修

コミュニケーション概論Ⅰ 講義 2 ○ ☆ 不開講
コミュニケーション概論Ⅱ 講義 2 ○ ☆ 不開講
日本語コミュニケーション概論Ⅰ 濵 畑 講義 2 ○ ○ ☆ 2セメへ変更
日本語コミュニケーション概論Ⅱ 濵 畑 講義 2 ○ ○ ☆ 1セメへ変更
表 現 演 習 Ⅰ《文 章》 千 種 演習 2 ○ ☆ 2クラス
表 現 演 習 Ⅱ《話 し 方》 千 種 演習 2 ○ ○ ☆ 2クラス 6セメヘ変更

選
択
必
修

コミュニケーション専門演習Ⅰ 学 科 教 員 演習 4 ○ 10クラス いずれか⎫
⎬
⎭４単位必修プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅰ 学 科 教 員 演習 4 ○

コミュニケーション専門演習Ⅱ 学 科 教 員 演習 4 ○ 9クラス いずれか⎫
⎬
⎭４単位必修プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅱ 学 科 教 員 演習 4 ○

選

択

人 間 関 係 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
社 会 心 理 学 中 山 (真) 講義 2 ○ ☆
英 語 学 概 論 Ⅰ 玉 田 講義 2 ○ □ ☆
英 語 学 概 論 Ⅱ 玉 田 講義 2 ○ ☆
英 文 法 Ⅰ 玉 田 講義 2 ○ □ ☆ 2クラス(コミ1、教育1)
英 文 法 Ⅱ 玉 田 講義 2 ○ ☆ 2クラス(コミ1、教育1)
文 化 人 類 学 講義 2 ○ ☆ 不開講
心 理 学 概 論 Ⅰ 芳 賀 講義 2 ○ ☆
心 理 学 概 論 Ⅱ 芳 賀 講義 2 ○ ☆
ソ ー シ ャ ル・ス キ ル Ⅰ 演習 2 ○ ☆ 不開講
ソ ー シ ャ ル・ス キ ル Ⅱ 演習 2 ○ ☆ 不開講
プラクティカル・イングリッシュⅠ ウ ッ ズ 演習 2 ○ □ ☆ 2クラス(コミ1、教育1)
プラクティカル・イングリッシュⅡ ウ ッ ズ 演習 2 ○ □ ☆ 2クラス(コミ1、教育1)
異文化間コミュニケーションⅠ 荊 木 講義 2 ○ □ ☆ 2クラス(コミ1、教育1)
異文化間コミュニケーションⅡ ディチェロ 講義 2 ○ □ ☆
メディア論Ⅰ≪ITパスポート≫ 箕 浦 (勇) 講義 2 ○ ○ ☆ 大原学園 1セメヘ変更
メディア論Ⅱ≪ITパスポート≫ 箕 浦 (勇) 講義 2 ○ ○ ☆ 大原学園 2セメへ変更
英 語 音 声 学 Ⅰ Ｃ.メイヨー 演習 2 ○ □ ☆
英 語 音 声 学 Ⅱ Ｃ.メイヨー 演習 2 ○ ☆
英 米 文 学 概 論 Ⅰ 折 原 講義 2 ○ □ ☆
英 米 文 学 概 論 Ⅱ 折 原 講義 2 ○ □ ☆

リーディング・ライティングスキルⅠ 川 村・玉 田
メイヨー(幸) 演習 2 ○ ☆ 3クラス(コミ2、教育1)

リーディング・ライティングスキルⅡ 川 村・玉 田
メイヨー(幸) 演習 2 ○ ☆ 3クラス(コミ2、教育1)

海 外 事 情 Ⅰ Ｃ.メイヨー 講義 2 ○ ☆
海 外 事 情 Ⅱ Ｃ.メイヨー 講義 2 ○ ☆
社 会 調 査 法 Ⅰ 筒 井 (琢) 講義 2 ○ ☆ 社会情報学と同時開講
社 会 調 査 法 Ⅱ 筒 井 (琢) 講義 2 ○ ☆ 社会調査法と同時開講
地 域 情 報 論 栗 林 講義 2 ○ ☆
人 文 地 理 学 Ⅰ 島 田 講義 2 ○ ☆
人 文 地 理 学 Ⅱ 島 田 講義 2 ○ ☆ 集中
地 誌 学 栗 林 講義 2 ○ ☆
モバイルコミュニケーション 張 演習 2 ○ ○ ☆ 4セメへ変更
高度情報処理とコミュニケーション 張 演習 2 ○ ☆
メ デ ィ ア 表 現 演 習 演習 2 ○ ☆ 不開講
プレゼンテーション演習 演習 2 ○ ☆ 不開講
教 育 心 理 学 芳賀･渡邉(賢) 講義 2 ○ ☆
心 理 学 研 究 法 Ⅰ 芳 賀 講義 2 ○ ○ ☆ 4セメへ変更
心 理 学 研 究 法 Ⅱ 中 山 (真) 講義 2 ○ ○ ☆ 3セメへ変更
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選

択

心 理 学 実 験 実 習 Ⅰ 芳 賀・栗 野
中山(真)・森 実習 2 ○ ☆ 週2コマ

心 理 学 実 験 実 習 Ⅱ 芳 賀・髙 沢
中 山 (真) 実習 2 ○ ☆ 週2コマ

ドイツ語コミュニケーションⅠ 演習 2 ○ ☆ 不開講
ドイツ語コミュニケーションⅡ 演習 2 ○ ☆ 不開講
中国語コミュニケーションⅠ 演習 2 ○ ☆ 不開講
中国語コミュニケーションⅡ 演習 2 ○ ☆ 不開講
英 米 文 学 講 読 Ⅰ 折 原 演習 2 ○ □ ☆
英 米 文 学 講 読 Ⅱ 折 原 演習 2 ○ □ ☆
英 会 話 中 級 ウ ッ ズ 演習 2 ○ ☆
英 会 話 上 級 ウ ッ ズ 演習 2 ○ ☆
社 会 言 語 学 中 井 講義 2 ○ ☆ 集中
日 本 文 化 史 Ⅰ 講義 2 ○ ☆ 不開講
日 本 文 化 史 Ⅱ 講義 2 ○ ☆ 不開講
情 報 社 会 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
ビジネスコミュニケーションⅠ 演習 2 ○ ☆ 不開講
ビジネスコミュニケーションⅡ 演習 2 ○ ☆ 不開講
ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ メイヨー(幸) 演習 2 ○ ☆
ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ メイヨー(幸) 演習 2 ○ ☆
Japanese culture and history Ｃ.メイヨー 演習 2 ○ ☆
神 道 英 語 Ｃ.メイヨー 演習 2 ○ ☆
学 習 心 理 学 Ⅰ 芳 賀 講義 2 ○ ☆
学 習 心 理 学 Ⅱ 講義 2 ○ ☆ 不開講
臨 床 心 理 学 Ⅰ 髙 沢 講義 2 ○ ☆
臨 床 心 理 学 Ⅱ 講義 2 ○ ☆ 不開講
比 較 心 理 学 芳 賀 講義 2 ○ ☆
発 達 心 理 学 Ⅰ 栗 野 講義 2 ○ ☆
発 達 心 理 学 Ⅱ 講義 2 ○ ☆ 不開講
認 知 心 理 学 南 講義 2 ○ ☆
人 格 心 理 学 髙 沢 講義 2 ○ ☆
時 事 英 語 豊 住 演習 2 ○ ○ ☆ 7セメへ変更

必
修 卒 業 研 究 演習 4 ○

注）認定心理士取得希望者は
「卒業研究※心理系」を
履修すること

履修上の注意
□は中学校・高校一種「英語」教免必修科目
※62単位以上修得。
☆について、他学部・他学科の学生が履修することができます。

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8
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教育学科専門科目

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

基

礎

必

修

教 育 学 概 論 野 々 垣 講義 2 ○ ☆
教 育 哲 学 野 々 垣 講義 2 ○ ☆ 2クラス
教 育 史 井 上 (兼) 講義 2 ○ ☆ 2クラス
教 育 社 会 学 市 田 講義 2 ○ ☆
生 涯 学 習 論 勢力(よ)･萩原(雅) 講義 2 ○ ☆ 3クラス(教育1･文現2)
教 育 心 理 学 芳賀･渡邉(賢) 講義 2 ○ ☆ 2クラス(教育2セメ1･文現3セメ1）
特 別 支 援 教 育 の 基 礎 大杉･山本(智) 講義 2 ○ ☆ 2クラス
日 本 伝 統 文 化 教 育 論 萩 原 (浩) 講義 2 ○ ☆

基

幹

選

択

教 職 論 野 々 垣 講義 2 ○ ☆
教 育 方 法 学 (初 等) 大杉･勢力(稔) 講義 2 ○ ☆
教 育 方 法 学 (中 等) 勢 力 （稔） 講義 2 ○ 2クラス
教 育 課 程 論 (初 等) 講義 2 ○ ☆ 不開講
教 育 課 程 論 (中 等) 井 上 (兼) 講義 2 ○
幼 児 理 解 演習 1 ○ 不開講
児 童 心 理 学 講義 2 ○ 不開講
学 校 心 理 学 講義 2 ○ ○ 不開講
保 育 内 容 総 論 金 戸 演習 1 ○ 2クラス 隔週
保 育 原 理 金 戸 講義 2 ○
国 語 科 教 育 法 中 條 講義 2 ○ ☆ 3クラス
社 会 科 教 育 法 萩 原 (浩) 講義 2 ○ ○ ☆ 2クラス 3セメへ変更
算 数 科 教 育 法 上 野 ･ 信 川 講義 2 ○ ○ ☆ 4クラス 4セメへ変更
理 科 教 育 法 中 松 ･ 澤 講義 2 ○ ○ ☆ 4クラス オムニバス 3セメへ変更
生 活 科 教 育 法 萩 原 (浩) 講義 2 ○ ☆ 2クラス
音 楽 科 教 育 法 高 橋 (摩) 講義 2 ○ ○ ☆ 4クラス(春2・秋2)
図 画 工 作 科 教 育 法 加 藤 (茂) 講義 2 ○ ○ ☆ 7クラス(春3・秋4)
家 庭 科 教 育 法 駒 田 講義 2 ○ ☆ 2クラス
体 育 科 教 育 法 加 藤 (純) 講義 2 ○ ☆ 2クラス
保 育 指 導 の 方 法 金 戸 講義 2 ○
言 葉 (指 導 法) 伊 東 演習 2 ○ 集中
身 体 表 現 (指 導 法) 中 村 （真） 演習 2 ○ 2クラス
造 形 表 現 (指 導 法) 真 下 演習 2 ○ ○ 2クラス 3セメへ変更
健 康 (指 導 法) 小 川 演習 2 ○ 2クラス
人 間 関 係 (指 導 法) 金 戸 演習 2 ○ 2クラス
環 境 (指 導 法) 松 村 演習 2 ○ 2クラス
保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅰ 加 藤 (純) 講義 4 ○ □ ◎
保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅱ 加 藤 (純) 講義 4 ○ □
児 童 国 語 中 條 演習 2 ○ ☆ 2クラス

児 童 社 会 大杉･渡邉(毅)
萩 原 (浩) 演習 2 ○ ○ ☆ 3クラス 4セメへ変更

児 童 算 数 上 野 ･ 信 川 演習 2 ○ ○ ☆ 2クラス 3セメへ変更

児 童 理 科 中 松 ･ 澤
上 島 ･ 楠 木 演習 2 ○ ○ ☆ 12クラス(春6・秋6)

児 童 生 活 駒 田 ･ 小 川
萩 原 (浩) 演習 2 ○ ○ ☆ 2クラス 3セメへ変更

児 童 音 楽
高橋(摩)･井上(ヒ)
北川・中山(侑)
橋 本 (由)

演習 2 ○ ○ ☆ 4クラス(春1・秋3)

児 童 造 形 加 藤 (茂) 演習 2 ○ ○ ☆ 5クラス(春3・秋2)
児 童 家 庭 駒 田 演習 2 ○ ○ ☆ 5クラス(春2・秋3)
児 童 体 育 加 藤 (純) 演習 2 ○ ○ ☆ 2クラス(春1・秋1)
体 育 原 理 叶 講義 2 ○ ○ □ ◎ 1セメへ変更
体 育 史 加 藤 (純) 講義 2 ○ ○ 2セメへ変更
体 育 実 技 (陸 上) 沖 村 演習 2 ○ ○ □ ◎ 2クラス 4セメへ変更
体 育 実 技 (体 操) 加 藤 （純） 演習 2 ○ □ ◎ 2クラス
体 育 実 技 (球 技) 片 山 演習 2 ○ ○ □ ◎ 2クラス 3セメへ変更
体 育 実 技 (水 泳) 片 山 演習 1 ○ □ ◎ 集中
体 育 心 理 学 叶 講義 2 ○ ○ 3セメへ変更
運 動 学 (運 動 方 法 学) 佐 藤 講義 2 ○ □ ◎
社 会 福 祉 佐 脇 講義 2 ○
児 童 家 庭 福 祉 吉 田 (明) 講義 2 ○
相 談 援 助 演習 1 ○ 不開講
保 育 相 談 支 援 演習 1 ○ 不開講
児 童 文 化 論 中 右 講義 2 ○ ☆

教育学部専門科目
H26～30

17

H26〜30平成26〜30年度の入学生に適用
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教育学部専門科目

教育 H26 ～ 30 ①



展

開

選

択

教 育 法 規 市 田 講義 2 ○ ☆ 隔週2コマ
教 育 行 政 学 市 田 講義 2 ○ ☆ 2クラス(教育1･文現1)
教 育 相 談 (初 等) 講義 2 ○ ○ ☆ 不開講
教 育 相 談 (中 等) 渡 邉 (賢) 講義 2 ○ ○ 2クラス 5セメへ変更
環 境 教 育 講義 2 ○ ☆ 不開講
学校現場でのポルトガル語 講義 2 ○ 不開講
小 学 校 英 語 教 育 豊 住 講義 2 ○ ○ 各2クラス 5･6セメへ変更

音 楽 科 教 育 研 究
高橋(摩)・井上(ヒ)
北川・中山(侑)
橋 本 (由)

演習 2 ○ ○ ☆ 5セメへ変更

美 術 科 教 育 研 究 演習 2 ○ 不開講
体 育 科 教 育 研 究 演習 2 ○ 不開講
保育内容の研究(身体表現) 中 村 （真） 演習 2 ○ 2クラス
保育内容の研究(造形表現) 真 下 演習 2 ○ ○ 6セメへ変更
道徳教育の研究 (初等) 渡 邉 (毅) 講義 2 ○ ☆
道徳教育の研究 (中等) 渡 邉 (毅) 講義 2 ○
特別活動の研究 (初等) 講義 2 ○ ☆ 不開講
特別活動の研究 (中等) 講義 2 ○ 不開講

生 徒 ・ 進 路 指 導 論 中條･渡邉(賢)
服 部 講義 2 ○ ○ ☆ 3クラス(教育2･文現1)

6セメへ変更
衛 生 学 片 山 講義 2 ○ ○ □ ◎ 3セメへ変更
公 衆 衛 生 学 片 山 講義 2 ○ ○ 4セメへ変更
体 育 経 営 管 理 学 中 村 (哲) 講義 2 ○
体 育 社 会 学 大 隈 講義 2 ○ 集中
生 理 学 片 山 講義 2 ○ □ ◎
バ イ オ メ カ ニ ク ス 石 井 (孝) 講義 2 ○ ○ 隔週 5セメへ変更
学 校 保 健 片 山 講義 2 ○ □ ◎
体育実技(ダ ン ス・舞 踊) 後 藤 演習 2 ○ □ ◎ 2クラス
体育実技(ゲ ー ム) 加 藤 (純) 演習 2 ○ □ ◎
体育実技(スキー･スノーボード) 演習 1 ○ 不開講
健 康 学 概 論 講義 2 ○ ○ 不開講
検診と運動プログラム 講義 2 ○ 不開講
障 害 の 予 防 と 処 置 講義 2 ○ 不開講
ト レ ー ニ ン グ 論 講義 2 ○ ○ 不開講
栄 養 と 運 動 講義 2 ○ 不開講
体 力 の 測 定 と 評 価 片 山 演習 2 ○
社 会 的 養 護 吉 田 (明) 講義 2 ○
子 ど も の 保 健 Ⅰ 講義 4 ○ 不開講
子 ど も の 保 健 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講
乳 児 保 育 演習 2 ○ ○ 不開講
子 ど も の 食 と 栄 養 駒 田 演習 2 ○ 2クラス
家 庭 支 援 論 吉 田 (明) 講義 2 ○
障 害 児 保 育 山 本 (智) 演習 2 ○
社 会 的 養 護 内 容 吉 田 (明) 演習 1 ○ 隔週
特 別 支 援 教 育 総 論 大 杉 講義 2 ○
知的障害児の心理･生理･病理 講義 2 ○ 不開講
肢体不自由児の心理･生理･病理 講義 2 ○ 不開講
病弱児の心理・生理・病理 講義 2 ○ 不開講
特 別 支 援 教 育 課 程 論 山 本 (智) 講義 2 ○
障 害 児 療 育 論 山 本 (智) 講義 2 ○
病 弱 児 教 育 方 法 山 本 (智) 講義 2 ○
障 害 児 心 理 学 大 杉 講義 2 ○
知 的 障 害 教 育 Ⅰ 講義 2 ○ 不開講
知 的 障 害 教 育 Ⅱ 講義 2 ○ 不開講
特 別 支 援 教 育 授 業 論 講義 2 ○ 不開講
障 害 児 指 導 法 Ⅰ 講義 2 ○ 不開講
障害児指導法Ⅱ(心 理 等) 山 本 (智) 講義 1 ○

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8
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展

開

選

択

障害児指導法Ⅱ(教育課程等) 山 本 (智) 講義 1 ○
障害児指導法Ⅲ(心 理 等) 講義 1 ○ 不開講
障害児指導法Ⅲ(教育課程等) 講義 1 ○ 不開講

障 害 者 ス ポ ー ツ 論 小 林 （昭） 講義 2 ○ ☆ 他学科履修は現日の社会福祉分野のみ可

関
連
選
択

デジタル教材開発(理系) 大 杉 演習 2 ○ ☆
デジタル教材開発(文系) 中 條 演習 2 ○ ☆
家 庭 と 教 育 講義 2 ○ ☆ 不開講

実

習

選

択

教 育 実 習 (小 学 校) 教育学科専任教員 実習 4 ○ ☆ 文学部の場合は小一種免取得の場合のみ
教 育 実 習 (幼 稚 園) 金 戸 実習 4 ○
教 育 実 習 Ⅰ 教職科目担当教員 実習 4 ○
教 育 実 習 Ⅱ 教職科目担当教員 実習 2 ○

介 護 等 体 験 実 習
多 田 ･ 平 石
大杉･井上(兼)
高橋(摩)･中野

実習 1 ○

教育実習事前事後指導(初等) 教育学科専任教員 演習 1 ○ ☆
文学部の場合は小一・
二種免取得の場合のみ
隔週 2クラス

教育実習事前事後指導(中等) 教職科目担当教員 演習 1 ○ 隔週
保 育 所 実 習 Ⅰ 小 川 ・ 松 村 実習 2 ○ 4セメへ変更
保 育 所 実 習 Ⅱ 小 川 ・ 松 村 実習 2 ○ 7セメへ変更

児 童 福 祉 施 設 等 実 習 大 杉 ・ 駒 田
金 戸 ・ 松 村 実習 2 ○

保育実習指導Ⅰ(保 育 所) 小 川 ・ 松 村 演習 1 ○ 隔週 4セメへ変更

保育実習指導Ⅰ(児童福祉施設等) 駒 田 ･ 金 戸
松 村 演習 1 ○ 隔週

保 育 実 習 指 導 Ⅱ 小 川 ・ 松 村 演習 1 ○ 隔週 7セメへ変更
特 別 支 援 教 育 実 習 山 本 (智) 実習 2 ○
特別支援教育実習事前事後指導 山 本 (智) 演習 1 ○ 隔週
教 育 観 察 実 習 実習 1 ○ ☆ 不開講
理 科 実 験 実 習 澤 ・ 楠 木 実習 2 ○ ☆
健康産業施設等現場実習 実習 1 ○ 不開講

演

習

必
修 教 育 研 究 基 礎 演 習 学 科 教 員 演習 4 ○

選
択
必
修

教 育 研 究 演 習 Ⅰ 学 科 教 員 演習 4 ○ ⎫
⎬
⎭
いずれか4単位必修

プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅰ 学 科 教 員 演習 4 ○
教 育 研 究 演 習 Ⅱ 学 科 教 員 演習 4 ○ ⎫

⎬
⎭
いずれか4単位必修

プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅱ 学 科 教 員 演習 4 ○

選

択
教 職 実 践 演 習 (初 等)

渡邉(賢)･渡邉(毅)
市田･井上(兼)
小川･萩原(浩)
山 本 (智)

演習 2 ○

必
修 卒 業 研 究 学 科 教 員 演習 4 ○

履修上の注意
□は中学校一種「保健体育」教免必修科目
◎は高校一種「保健体育」教免必修科目
☆について、他学部・他学科の学生が履修することができます。
他学部・他学科の学生が教育学部の演習・実習科目を履修する場合、小学校教諭二種免許状を取得することが条件になります。

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8
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H26〜30
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現代日本社会学科専門科目

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

基
礎
科
目

必

修

現 代 日 本 総 論
鵜 沼 ・ 関 根
大 井 ・ 瓜 田
村 上

講義 2 ○ ☆

日 本 人 物 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
日 本 国 家 論 竹 田 （恒） 講義 2 ○ ☆
リーダーシップ・セミナー 学 科 教 員 講義 2 ○ 12クラス

基

幹

科

目

政

治

経

済

選

択

必

修

日 本 政 治 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
４
単
位
以
上 18

単

位

以

上

日 本 経 済 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
現 代 憲 法 論 山 﨑 講義 2 ○ ☆
現 代 人 権 論 竹 田 （恒） 講義 2 ○ ☆
日 本 マ ス コ ミ 論 五 十 嵐 講義 2 ○ ○ ☆ 3セメへ変更
日 本 外 交 論 村 上 講義 2 ○ ○ ○ ☆ 6セメへ変更

地
域
社
会

選
択
必
修

地 域 社 会 論 藤 井 講義 2 ○ ☆
４
単
位
以
上

社 会 学 概 論 藤 井 講義 2 ○ ☆
現 代 社 会 論 関 根 講義 2 ○ ☆ 社会学特講と同時開講
教 育 社 会 学 市 田 講義 2 ○ ☆
家 族 社 会 学 関 根 講義 2 ○ ☆

社
会
福
祉

選
択
必
修

社 会 福 祉 原 論 中 野 講義 4 ○ ☆ □ 週2コマ ４
単
位
以
上

社 会 保 障 論 鵜 沼 講義 4 ○ ☆ □ 週2コマ
神 道 福 祉 論 板 井 講義 2 ○ ☆
日本社会福祉発達史 講義 2 ○ ☆ 不開講

伝
統
文
化

選
択
必
修

日 本 文 化 論 橋 本 (雅) 講義 2 ○ ☆ ４
単
位
以
上

日 本 文 学 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
日 本 芸 能 論 瓜 田 講義 2 ○ ☆
日 本 民 俗 論 板 井 講義 2 ○ ☆

展

開

科

目

政

治

経

済

選

択

必

修

法 律 学 概 論 富 永 講義 2 ○ ☆

４
単
位
以
上

政 治 学 概 論 佐 々 木 講義 2 ○ ☆
経 済 学 概 論 深 井 講義 2 ○ ☆
公 共 政 策 論 岸 川 （政） 講義 2 ○ ☆
経 済 政 策 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
農 業 政 策 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
経 営 学 概 論 村 上 講義 2 ○ ☆
マ ネ ジ メ ン ト 論 岸 川 （晃） 講義 2 ○ ○ ☆ 3セメへ変更
イ ノ ベ ー シ ョ ン 論 高 浦 講義 2 ○ ○ ☆ 4セメへ変更
マ ー ケ テ ィ ン グ 論 岸 川 （晃） 講義 2 ○ ☆

地

域

社

会

選

択

必

修

地 域 情 報 論 講義 2 ○ ☆ 不開講

４

単

位

以

上

社 会 情 報 学 筒 井 (琢) 講義 2 ○ ☆ 社会調査法Ⅰと同時開講
地 域 文 化 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
社 会 調 査 法 筒 井 (琢) 講義 2 ○ ☆ 社会調査法Ⅱと同時開講
社 会 情 報 分 析 関 根 講義 2 ○ ☆
産 業 社 会 学 講義 2 ○ ☆ 不開講
社会統計学Ⅰ(基礎統計) 藤 井 講義 2 ○ ☆
社会統計学Ⅱ(多変量解析) 藤 井 講義 2 ○ ☆
質 的 調 査 論 筒 井 (琢) 講義 2 ○ ☆

社

会

福

祉

選

択

必

修

心 理 学 芳 賀 講義 2 ○ ○ ☆ 5セメへ変更

４

単

位

以

上

相談援助の基盤と専門職 講義 4 ○ ☆ □ 不開講
相談援助の理論と方法Ⅰ 大 井 講義 4 ○ ☆ □
相談援助の理論と方法Ⅱ 中 野 講義 4 ○ ☆ □ 週2コマ
医 学 概 論 岡 田 講義 2 ○ ○ ☆ □ 隔週 4セメへ変更
介 護 概 論 講義 2 ○ ☆ □不開講
児 童・家 庭 福 祉 論 土 谷 講義 2 ○ ☆ □
障 害 者 福 祉 論 榎 本 講義 2 ○ ☆ □
公 的 扶 助 論 土 谷 講義 2 ○ ☆
高齢者福祉サービス論 鵜 沼 講義 2 ○ ☆ □
雇 用 政 策 講義 1 ○ ☆ 不開講
発 達 と 老 化 講義 2 ○ ☆ □ 不開講
地 域 福 祉 論 大 井 講義 4 ○ ○ ☆ 週2コマ 4セメへ変更
医 療 福 祉 論 中 野 講義 2 ○ ☆

現代日本社会学部専門科目
26～30
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現代日本社会学科専門科目
現代日本社会学部専門科目

現日 H26 ～ 30 ①



展
開
科
目

伝
統
文
化

選
択
必
修

日 本 建 築 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
４
単
位
以
上

日 本 礼 法 論 岩 崎 講義 2 ○ ○ ☆ 集中 2セメへ変更
日 本 工 芸 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
近 代 神 道 論 髙 野 講義 2 ○ ☆ オムニバス 近代神道史と同時開講
武 士 道 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
現 代 神 道 論 板 井 講義 2 ○ ○ ☆ 5セメへ変更

発

展

科

目

選

択

作 物 栽 培 学 講 義 オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ ☆ 集中(三重県農業大学校)
国 土 構 造 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
国 土 計 画 論 講義 2 ○ ☆ 不開講

安 全 保 障 論 新 田 講義 2 ○ ○ ☆ 自衛隊三重地方協力本部4セメへ変更
産 業 観 光 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
地 方 自 治 論 村 上 講義 2 ○ ○ ☆ 6セメへ変更
コミュニティビジネス論 講義 2 ○ ☆ 不開講
地 域 再 生 論 岸 川 （政） 講義 2 ○ ○ ☆ 3セメへ変更
サ ブ カ ル チ ャ ー 論 橋 本 (雅) 講義 2 ○ ○ ☆ 5セメへ変更
文 化 政 策 論 講義 2 ○ ☆ 不開講
権利擁護と成年後見制度 鵜 沼 講義 2 ○ ☆
福祉行財政と福祉計画 講義 2 ○ ☆ 不開講
社 会 福 祉 経 営 論 鵜 沼 講義 2 ○ ☆
司 法 福 祉 論 講義 1 ○ ☆ 不開講
精神保健福祉に関する
制 度 と サ ー ビ ス Ⅰ 講義 2 ○ ☆ 不開講

精神保健福祉に関する
制 度 と サ ー ビ ス Ⅱ 講義 2 ○ ☆ 不開講

精神障害者の生活支援システム 講義 2 ○ ☆ 不開講
精 神 保 健 福 祉 相 談
援 助 の 基 盤 (専 門) 講義 2 ○ ☆ 不開講

精 神 医 学 講義 4 ○ ☆ 不開講

精 神 保 健 学 春：中 野
秋：土 谷 講義 4 ○ ☆

精神保健福祉の理論と
相 談 援 助 の 展 開 Ⅰ 講義 2 ○ ☆ 不開講

精神保健福祉の理論と
相 談 援 助 の 展 開 Ⅱ 講義 2 ○ ☆ 不開講

精神保健福祉の理論と
相 談 援 助 の 展 開 Ⅲ 講義 2 ○ ☆ 不開講

精神保健福祉の理論と
相 談 援 助 の 展 開 Ⅳ 講義 2 ○ ☆ 不開講

法 制 史 特 講 谷 口 講義 2 ○ ☆
日 本 思 想 史 松 浦 講義 2 ○ ☆
東 洋 思 想 史 永 瀬 講義 2 ○ ☆
西 洋 思 想 史 加 藤 (皓) 講義 2 ○ ☆
皇 室 概 説 塩 川 講義 2 ○ ☆
神 社 概 説 髙 野 講義 2 ○ ○ ☆ 4セメへ変更
神 道 思 想 史 松 本 講義 2 ○ ☆
神 宮 史 Ⅰ 塩 川 講義 2 ○ ☆
神 宮 史 Ⅱ 谷 戸 講義 2 ○ ☆
日 本 宗 教 史 多 田 講義 2 ○ ☆
世 界 宗 教 史 宮 坂 講義 4 ○ ☆ 集中

実

習

科

目

選

択

必

修

作 物 栽 培 学 実 習 オ ム ニ バ ス 実習 1 ○ ○ ☆ 集中(三重県農業大学校)
1セメへ変更

２
単
位
以
上
(次
頁
の
実
習
科
目
含
む
）

産 業 社 会 実 習 実習 4 ○ 不開講
社 会 調 査 実 習 関 根 ・ 藤 井 実習 2 ○ 2クラス

社 会 臨 床 実 習 岸川(政)・千田
岸 川 (晃) 実習 2 ○ 3クラス

社 会 情 報 実 習 岸 川 (政)
五 十 嵐 実習 2 ○ 2クラス（ｂクラス

(五十嵐)は単位認定）
相 談 援 助 実 習 実習 4 ○ □不開講
相談援助実習指導Ⅰ 実習 1 ○ 不開講
相談援助実習指導Ⅱ 実習 2 ○ 不開講

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8
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現日 H26 ～ 30 ②



実

習

科

目

選

択

必

修

精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 榎 本 実習 1 ○

２

単

位

以

上
（
前
頁
の
実
習
科
目
含
む
）

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 榎 本 実習 1 ○
精神保健福祉援助実習 榎 本 実習 4 ○
精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 榎 本 実習 1 ○
礼 法 Ⅰ 小 笠 原 実習 1 ○ 2クラス
礼 法 Ⅱ 小 笠 原 実習 1 ○ 2クラス
礼 法 Ⅲ 小 笠 原 実習 1 ○
礼 法 Ⅳ 小 笠 原 実習 1 ○
礼 法 Ⅴ 実習 1 ○ 不開講
礼 法 Ⅵ 実習 1 ○ 不開講
茶 道 Ⅰ 瀬 古 実習 1 ○ 2クラス
茶 道 Ⅱ 瀬 古 実習 1 ○ 2クラス
茶 道 Ⅲ 淺 沼 実習 1 ○
茶 道 Ⅳ 淺 沼 実習 1 ○
茶 道 Ⅴ 淺 沼 実習 1 ○ 隔週2コマ
茶 道 Ⅵ 淺 沼 実習 1 ○ 隔週2コマ
合 気 道 Ⅰ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅱ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅲ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅳ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅴ 実習 1 ○ 不開講
合 気 道 Ⅵ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅰ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅱ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅲ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅳ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅴ 実習 1 ○ 不開講
薙 刀 Ⅵ 実習 1 ○ 不開講

演

習

科

目

必

修
現 代 日 本 演 習 Ⅰ

関 根 ･ 千 田
筒井(琢)･中野
藤 井 ･ 今 井
瓜 田 ･ 榎 本
大 井 ･ 村 上
高 浦

演習 4 ○ 11クラス

選
択
必
修

現 代 日 本 演 習 Ⅱ 学 科 教 員 演習 4 ○ 12クラス いずれか
⎫
⎜
⎬
⎜
⎭
４単位

4
単
位プロジェクト研究Ⅰ 学 科 教 員 演習 4 ○ 12クラス

現 代 日 本 演 習 Ⅲ 学 科 教 員 演習 4 ○ 12クラス いずれか
⎫
⎜
⎬
⎜
⎭
４単位

4
単
位プロジェクト研究Ⅱ 学 科 教 員 演習 4 ○ 12クラス

必
修 卒 業 研 究 学 科 教 員 演習 4 ○

選

択

総 合 福 祉 演 習 鵜 沼 演習 1 ○
相 談 援 助 演 習 Ⅰ 演習 2 ○ 不開講
相 談 援 助 演 習 Ⅱ 演習 2 ○ 不開講
相 談 援 助 演 習 Ⅲ 演習 1 ○ 不開講
精神保健福祉援助演習(専門) 榎 本 演習 2 ○

履修上の注意
※１ 基礎科目 ８単位必修
※２ 基幹科目 政治経済、地域社会、社会福祉、伝統文化の各分野から４単位以上を含めて18単位以上修得
※３ 展開科目 政治経済、地域社会、社会福祉、伝統文化の各分野から４単位以上修得
※４ 実習科目 ２単位以上修得
※５ 演習科目 16単位必修
※６ ※１～５を含めて70単位以上修得
□は高校一種「福祉」教免必修科目
☆について、他学部・他学科の学生が履修することができます。

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

現日 H26 ～ 30 ③
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H26〜30
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Ⅲ. 副専攻制度
　この制度は、学生の皆さんに芽生えた興味を幅広く、かつ体系的な学びにつなげるため
の制度です。下記の条件を満たした場合、自身が所属する学科（主専攻）のほかに、副専
攻の修了が認定されます。副専攻の修了者には修了証が発行されるため、対外的・社会的
に自身の学びを証明することにより、自身の第二の強みとして活用できます。

副専攻の修了認定条件
　次の①～⑥の副専攻について修了認定を受けるためには、副専攻認定申請を行い、各自
の入学年度に該当するカリキュラム表のうち、次にあげる条件を満たして卒業することを
条件とします。
① 「神道学」「国文学」「国史学」「コミュニケーション学」
　 →平成30年度までに入学した神道・国文・国史・コミュニケーション・教育学科生が

対象（主専攻は除く）
　　各学科の専門科目のうち、他学部・他学科の学生が履修可能な科目を、必修科目４

単位以上を含む20単位以上を修得し、かつGPAが2.5以上の者。
② 「英語コミュニケーション学」
　 →平成30年度までに入学した神道・国文・国史・教育学科生が対象
　　教職課程の「教科に関する科目」のうち、英語（中学校一種・高等学校一種） の取

得要件科目から、必修４単位以上を含む20単位以上を修得し、かつGPAが2.5以上の者。
③ 「教育学」
　 →平成30年度までに入学した国文・国史・コミュニケーション学科生が対象
　　本学において小学校教諭一種または二種免許状を取得し、かつGPAが2.5以上の者。

副専攻認定の申請方法について
①ガイダンスの実施
　　１年次の当初及び学年末に実施する履修指導時に制度の説明を行い、申請用紙は
　１年次末の履修指導時に配付する。
②申請方法・期限
　　２年次春学期の履修登録修正期間（締切は最終日 16：30） に、記念講堂の学生支援
　部前のレポート提出ボックスへ申請用紙を提出。
③副専攻の修了認定
　　見込み認定　　４年次春学期の履修登録修正期間終了後
　　最 終 認 定　　卒業時

専攻の名称
①主専攻　所属する学科の名称（例：神道学科であれば「神道学」）
②副専攻　「神道学」「国文学」「国史学」「コミュニケーション学」「英語コミュニケー

ション学」「教育学」「日本語教育能力」「中国文化学」「伊勢志摩定住
自立圏共生学」
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④ 「日本語教育能力」
　 →平成30年度までに入学した全学科生が対象
　　日本語教育能力検定試験では、日本語教育の専門家として必要とされる知識及び能

力が基礎的水準に達しているかどうかが問われます。本副専攻は出題分野を含む講義
で構成し、基礎的水準の達成をめざします。

　　次のページの認定要件科目のうち、必修科目２単位、選択必修科目６単位以上を含
む20単位以上を修得し、かつGPAが2.5以上の者。

⑤「中国文化学」
　 →全学科生が対象
　　語学（中国語）・文学・思想・歴史・芸術（書道）の五分野の学習を通じて、中国を

中心に、日本を含む東アジアについての知識を体系的・総合的に学ぶためのコースです。
　　P.25の認定要件科目のうち、必修科目等を含む20単位以上を修得し、かつGPAが2.5

以上の者。

⑥「伊勢志摩定住自立圏共生学」
　 →平成28年度以降に入学した全学科生が対象
　　地（知）の拠点大学に位置づけられる本学で学び、将来、地域で活躍するアクティブ・

シチズン（主体的かつ積極的に地域の課題解決を実践する人材）として必要な学びと
活動を実践するためのコースです。

　　P.26の認定要件科目のうち、19単位以上を修得及び１つ以上のCLL活動（Community 
Learning Labo：伊勢志摩定住自立圏域内の活動拠点）に参加し、かつGPAが2.5以上
の者。

　　なお、「三重創生ファンタジスタ（アドヴァンス：食と観光）」資格も同時に認定さ
れます。
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平成26〜30年度の入学生に適用

「日本語教育能力副専攻」要件科目
授　業　科　目 セメスター 種別 単　　位 備　　　　考必修 選択必修 選択

社会言語学 5 講義 2
国語学概論Ⅰ《音声・語彙》 1 講義 2

　これらより２単位以上必修
日本語コミュニケーション概論Ⅰ 2 講義 2
国語学概論Ⅱ《文法・書記》 4 講義 2

　これらより４単位以上必修

国語史概説Ⅰ 4 講義 2
国語史概説Ⅱ 5 講義 2
コミュニケーション概論Ⅰ 不開講 講義 2
コミュニケーション概論Ⅱ 不開講 講義 2
日本語コミュニケーション概論Ⅱ 1 講義 2
言語学入門 不開講 講義 2
情報処理Ⅰ（基礎） 1 演習 1
その他の国文学科・コミュニケー
ション学科専門科目のうち、他
学部・他学科の学生が履修可能
な科目

合　　　　計 20 単位以上 GPA が 2.5 以上の者

平成26〜30年度の入学生に適用

「中国文化学副専攻」要件科目
授　業　科　目 セメスター 種別 単　　位 備　　　　考必修 選択必修 選択

漢文学講読Ⅰ 2 演習 2
これらより 2 単位以上必修漢文学講読Ⅱ 3 演習 2

史料講読 E 3 – 4 演習 4
漢文学概論Ⅰ《春秋時代～漢代》 3 講義 2

これらより 18 単位以上必修

＊履修には中国語初級Ⅰ・Ⅱ修得
　が必要

漢文学概論Ⅱ《六朝～明清》 4 講義 2
東洋史概説 3 – 4 講義 4
外国史特講《東洋史》 6 講義 2
東洋思想史 5 講義 2
書論・鑑賞 5 講義 2
中国語コミュニケーションⅠ 不開講 演習 2
中国語コミュニケーションⅡ 不開講 演習 2
中国語初級Ⅰ 1 演習 1
中国語初級Ⅱ 2 演習 1
中国語中級Ⅰ 3 演習 1

必修と併せて履修することが
望ましい

中国語中級Ⅱ 4 演習 1
世界の思想 不開講 講義 2
外国語Ⅱ　※ 2 講義 2
漢文Ⅰ 不開講 演習 1
漢文Ⅱ 不開講 演習 1
書道Ⅰ 3 実技 1
書道Ⅱ 4 実技 1
専門演習ⅠＨ 5 – 6 演習 4

国文学科生のみ履修登録可専門演習Ⅱｈ 7 – 8 演習 4
専門演習ⅠＪ（書道史） 5 – 6 演習 4
専門演習Ⅱｊ 7 – 8 演習 4
国史学演習Ｅ 5 – 6 演習 4 国史学科生のみ履修登録可国史学特殊演習Ｅ 7 – 8 演習 4

合　　　　計 20 単位以上 GPA が 2.5 以上の者
※中国語短期語学留学を指す。履修を強く推奨する。
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平成28〜30年度の入学生に適用

「伊勢志摩定住自立圏共生学副専攻」要件科目
授　業　科　目 セメスター 種別 単　　位 備　　　　考必修 選択必修 選択

伊勢志摩共生学 2 講義 2
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ 3 講義 2
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅱ 4 講義 2
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅲ 4 講義 2
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅳ 3 講義 2
伊勢志摩共生学実習Ａ 5 実習 1

　これらより１単位以上必修
伊勢志摩共生学実習Ｂ 6 実習 1
伊勢志摩共生学実習Ｃ 不開講 実習 1
伊勢志摩共生学実習Ｄ 不開講 実習 1
プロジェクト研究Ⅰ 5 – 6 演習 4
プロジェクト研究Ⅱ 7 – 8 演習 4
指定科目のほか、１つ以上の
CLL 活動に参加すること。

合　　　　計 19 単位以上 GPA が 2.5 以上の者
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１. 各種課程及び資格について（課程・資格一覧）  �����������������28

２. 神職課程（高等課程） ����������������������������30

３. 教職課程  ����������������������������������31

４. 図書館司書課程  �������������������������������33

５. 司書教諭課程  ��������������������������������35

Ⅳ. 各 種 課 程 等



各種課程及び資格について
学部学科の特性に応じて各自がカリキュラム上で履修可能なものを選択して各種免許・資格の取得を目指す

ことができます。
なお、取得可能な免許・資格の全てが取得できるわけではなく、免許・資格によっては４年間で取得できな

い場合もあります。
各種免許・資格取得を希望する者は下表を参考にして、計画的な科目修得を心がけましょう。

文 学 部

免許資格取得条件
△印の免許取得について
各学科の主となる教員免許（○印）のいずれかを取得することが条件となる。

▲印の免許取得について
単位修得状況により、二種免許として取得も可能。

◇印の資格取得について
中学校・高等学校いずれかの教員免許状を取得することが条件となる。

●印の資格取得について
それぞれの学科に資格取得を目的としたコースあり。

□印の資格取得について
自学科の専門科目として割り当てられていないため４年間で取得が困難な場合がある。

注意
△及び▲印の免許取得は自学科の学修が優先されるため、時間割などの都合上必ずしも４年間での取得を

保証するものではありません。
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神道学科 国文学科 国史学科
コミュニケーション学科

人間関係
コ ー ス

英語コミュニ
ケーションコース

教 員 免 許

中 学 校
教 諭 一 種

国 語 △ ○ △ ○ △
社 会 △ △ ○ ○ △
英 語 △ △ △ △ ○
宗 教 ○

高 等 学 校
教 諭 一 種

国 語 △ ○ △ ○ △
書 道 ○
地 理 歴 史 △ △ ○ ○ △
公 民 △ △ ○ ○ △
英 語 △ △ △ △ ○
宗 教 ○

小 学 校 教 諭 一・二 種 ▲ ▲ ▲ ▲
神職階位(高等課程：明階検定合格･正階授与） ● □ □
神職階位(明階総合課程：明階授与) ●
司 書 ● □ □ □
司 書 教 諭 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇
学 芸 員 □ □ ● □ □
認定心理士（Ｈ26年度以降入学生適用） ●

28
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　△印及び▲印及びコミュニケーション学科の英語以外の免許取得は自学科の学修が優先され
るため、時間割などの都合上必ずしも４年間での取得を保証するものではありません。
　小学校教諭一種については、自学科の主免許（中学校教諭一種）履修者の中から１年次の成
績及び教職に対する熱意などによる選考を経て、30名程度の者に対して２年次から他学部履修
による取得を認めます。

注　意

免許資格取得条件
△印の免許取得について
　各学科の主となる教員免許（○印）のいずれかを取得することが条件となる。
▲印の免許取得について
　各学科の主となる教員免許（中学校教諭一種の○印）のいずれかを取得することが条件となる。
　また、単位修得状況により、二種免許として取得も可能。
◇印の資格取得について
　中学校・高等学校いずれかの教員免許状を取得することが条件となる。
●印の資格取得について
　それぞれの学科に資格取得を目的としたコースあり。
□印の資格取得について
　自学科の専門科目として割り当てられていないため４年間で取得が困難な場合がある。

●文 学 部 平成26〜30年度の入学生に適用

　学部学科の特性に応じて各自がカリキュラム上で履修可能なものを選択して各種免許・
資格の取得を目指すことができます。
　なお、取得可能な免許・資格の全てが取得できるわけではなく、免許・資格によっては
４年間で取得できない場合もあります。
　各種免許・資格取得を希望する者は下表を参考にして、計画的な科目修得を心がけましょう。

各種課程及び資格について（課程・資格一覧）



●教育学部

●現代日本社会学部
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学校教育
コ ー ス

幼児教育
コ ー ス

ス ポ ー ツ
健康科学コース

特 別 支 援
教 育 コ ー ス

教 員 免 許

幼 稚 園 教 諭 一 種 △ ○
小 学 校 教 諭 一 種 ○ △ △ ○

中 学 校
教 諭 一 種

国 語 △
社 会 △
英 語 △
保 健 体 育 △ ○ ○

高 等 学 校
教 諭 一 種

国 語 △
地 理 歴 史 △
英 語 △
保 健 体 育 △ ○ ○

特別支援学校教諭一種 □
司 書 教 諭 ◇ ◇ ◇ ◇
司 書 ☆ ☆ ☆ ☆
学 芸 員 ☆ ☆ ☆ ☆
保 育 士 ○
スポーツ指導者（スポーツリーダー） ■ ■ ■
健康運動指導士認定試験受験資格 ▽ ▽ ▽
初 級 パ ラ ス ポ ー ツ 指 導 員 ● ●

政治経済分野 地域社会分野 社会福祉分野 伝統文化分野

教 員 免 許 高 等 学 校
教 諭 一 種

公 民 ○
福 祉 ○

社 会 福 祉 士 国 家 試 験 受 験 資 格 ○
精神保健福祉士国家試験受験資格 ○
社 会 調 査 士 ○
司 書 ☆
学 芸 員 ☆
社 会 福 祉 主 事（任 用 資 格） ○
身 体 障 害 者 福 祉 司（任 用 資 格） ○
知 的 障 害 者 福 祉 司（任 用 資 格） ○
児 童 指 導 員 （任 用 資 格） ○

●初 級 パ ラ ス ポ ー ツ 指 導 員

●教育学部

●現代日本社会学部

102

学校教育
コ ー ス

幼児教育
コ ー ス

ス ポ ー ツ
健康科学コース

特 別 支 援
教 育 コ ー ス

教 員 免 許

幼 稚 園 教 諭 一 種 △ ○
小 学 校 教 諭 一 種 ○ △ △ ○

中 学 校
教 諭 一 種

国 語 △
社 会 △
英 語 △
保 健 体 育 △ ○ ○

高 等 学 校
教 諭 一 種

国 語 △
地 理 歴 史 △
英 語 △
保 健 体 育 △ ○ ○

特別支援学校教諭一種 □
司 書 教 諭 ◇ ◇ ◇ ◇
司 書 ☆ ☆ ☆ ☆
学 芸 員 ☆ ☆ ☆ ☆
保 育 士 ○
スポーツ指導者（スポーツリーダー） ■ ■ ■
健康運動指導士認定試験受験資格 ▽ ▽ ▽
初 級 パ ラ ス ポ ー ツ 指 導 員 ● ●

政治経済分野 地域社会分野 社会福祉分野 伝統文化分野

教 員 免 許 高 等 学 校
教 諭 一 種

公 民 ○
福 祉 ○

社 会 福 祉 士 国 家 試 験 受 験 資 格 ○
精神保健福祉士国家試験受験資格 ○
社 会 調 査 士 ○
司 書 ☆
学 芸 員 ☆
社 会 福 祉 主 事（任 用 資 格） ○
身 体 障 害 者 福 祉 司（任 用 資 格） ○
知 的 障 害 者 福 祉 司（任 用 資 格） ○
児 童 指 導 員 （任 用 資 格） ○

●初 級 パ ラ ス ポ ー ツ 指 導 員
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免許資格取得条件
△印の免許取得について
　○印の取得を条件として一つ取得可能（学校教育コースの△は教科ごとに中・高セットで一教科取得可能）。
□印の免許取得について
　小学校または中学校・高等学校（保健体育）の教員免許取得を条件として取得することができます。ただし、

小学校と中学校・高等学校（保健体育）はいずれかの選択となります。
☆印の資格取得について
　取得資格に必要な単位を４年間で満たすことができない場合があります。
◇印の資格取得について
　小・中・高等学校いずれかの教員免許状を取得することが条件となります。
▽印の資格取得について
　中学校・高等学校（保健体育）の教員免許状取得を条件として取得することができます。
■印の資格取得について
　定められた必修科目を履修し、その単位を修得することが条件となります。
●印の資格取得について
　指定科目を履修し、日本パラスポーツ協会に対して資格申請を行うことが条件です。

●教育学部

　「社会福祉士国家試験受験資格」と「精神保健福祉士国家試験受験資格」、「社会福祉士国家試験受験資格」
と「福祉」の教員免許状の両方を取得することは可能ですが、「精神保健福祉士国家試験受験資格」と「福
祉」の教員免許状の両方を取得することはできません。 「社会福祉士国家試験受験資格」と「精神保健福
祉士国家試験受験資格」と「福祉」の教員免許状の３つを４年間で取得することはできません。

注　意

免許資格取得条件
◯印の免許・資格取得について
　それぞれの分野において主となる免許・資格です。
☆印の資格取得について
　取得資格に必要な単位を４年間で満たすことができない場合があります。
●印の資格取得について
　指定科目を履修し、日本パラスポーツ協会に対して資格申請を行うことが条件です。

●現代日本社会学部

平成26〜30年度の入学生に適用

平成26〜30年度の入学生に適用
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神　職　課　程（高等課程）

　神職課程は、神職を目指す学生が、神社本庁で定められた規程により、神職資格を
取得できるよう設置している課程です。
　履修者は、卒業後、神社に奉職するという明確で堅固な意志のもと、履修してく
ださい。履修を希望する場合は、神職養成担当窓口へ相談に来てください。
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　教職課程は、教育職員免許法に定められている規定により、教育職員免許状が取得でき
るよう設置している課程です。今日の教育現場の多様化に伴い多くの問題が発生している
現状を考え、学校教育及び教職のあり方等について深く学び、教員としての専門知識等を
修得することを目的としています。
　履修者は、自分の進路をよく考え、単なる資格取得のみに終らず、教職に対して更なる
自覚をもって履修してください。

教　職　課　程

学部 学　　科 主　　免　　許 副　　　免　　　許

文

神 道
中 学 校 一 種 宗 教 （中学校一種国語、中学校一種社会、中学校一種英語）

高 等 学 校 一 種 宗 教 （高等学校一種国語、高等学校一種地理歴史、
高等学校一種公民、高等学校一種英語）

国 文
中 学 校 一 種 国 語 （中学校一種社会、中学校一種英語、

小学校一種又は小学校二種）

高 等 学 校 一 種 国 語
高 等 学 校 一 種 書 道

（高等学校一種地理歴史、高等学校一種公民、
高等学校一種英語）

国 史
中 学 校 一 種 社 会 （中学校一種国語、中学校一種英語、

小学校一種又は小学校二種）

高 等 学 校 一 種 地 理 歴 史
高 等 学 校 一 種 公 民 （高等学校一種国語、高等学校一種英語）

コ ミ ュ ニ
ケーション

中 学 校 一 種 英 語
（中学校一種国語 ･ 中学校一種社会
※ 人 間 関 係 コ ー ス に 限 る ）

（中学校一種国語、中学校一種社会、
小学校一種又は小学校二種）

高 等 学 校 一 種 英 語
（ 高 等 学 校 一 種 国 語・
高 等 学 校 一 種 地 理 歴 史・
高 等 学 校 一 種 公 民
※ 人 間 関 係 コ ー ス に 限 る ）

（高等学校一種国語、高等学校一種地理歴史、
高等学校一種公民）

現
代
日
本
社
会

現 代
日 本 社 会

高 等 学 校 一 種 福 祉
（高等学校一種公民　※政治 ･
経 済 分 野 コ ー ス に 限 る ）

（高等学校一種公民）

学部 学　科 コース 主　免　許 副　　　免　　　許

教
　
　
　
　
　
　
　
　
育

教　育

学 校 教 育
コ ー ス 小学校一種

以下の①～④のうち一つを選択
①中学校・高等学校一種（国語）
②　　　　〃　　　　　（社会 ･ 地理歴史）
③　　　　〃　　　　　（英語）
④　　　　〃　　　　　（保健体育）

中学校・
高等学校
のセット
か幼稚園
のいずれ
かを選択

幼稚園一種

幼 児 教 育
コ ー ス

幼稚園一種
小学校一種

保育士資格（※１）

スポーツ健康
科 学 コ ー ス

中学校 ･ 高等学
校一種

（保健体育）
小学校一種

特 別 支 援
教育コース

小学校一種

特別支援学校一種中学校 ･ 高等学
校一種

（保健体育）

　上記免許のうち、副免許教科は、主免許教科を取得することを条件に取得できますが、当該
教科関連科目が配当年次では履修できない場合があります。さらに、（　）内の教科については、
カリキュラムの都合上、４年間では取得が困難な場合があります。

　主免許を取得することを条件に副免許を取得することが可能です。
　（※１）詳細については「保育士資格」のページをご覧ください。

平成 26 〜 30 年度
の 入 学 生
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　教員免許状を取得するためには、卒業に必要な単位を修得するほか、「教育の
基礎的理解に関する科目」「大学が独自に設定する科目」、「教育職員免許法施行
規則第66条の６に定める科目」の必要な単位及び、小学校・中学校・高等学校に
ついては「教科及び教科の指導法に関する科目」、幼稚園については「領域及び
保育内容の指導法に関する科目」の必要な単位を修得しなければなりません。履
修を希望する場合は、教職支援担当窓口へ相談に来てください。

H31～R7の「教育実習」を参照し教職支援担当窓口へ相談に来てください。

単 　 　 位

教 育 実 習
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１. 学士の学位を有すること。
２. 図書館司書課程に関する所定科目の単位を修得していること。

資格取得要件

必修28単位、選択２科目４単位以上単 　 　 位

20,000円　１年次の履修登録と同時に所定の方法により納入してください。課 程 費

所定科目の単位を修得した者に対して、学位記授与式当日に資格証を交付します。資格証の授与

　図書館司書課程履修者において、所定科目の単位を修得できずに卒業した場合
でも、不足した単位を科目等履修生で修得した場合は、資格を取得することがで
きます。
　ただし、以下の点に注意してください。

１）資格証の発行はできませんが、卒業証明書及び単位成績証明書を揃えること
で、図書館司書に関する科目を取得したことを証明できます。

　　（参照：文部省「司書資格証明書交付のとり止めについて」昭和42年１月24
日文社社第47号社会教育局長通知準拠）

２）経年によって法改正等で科目の改定がなされた場合、旧図書館司書課程にて
修得済みの所定科目の単位は、新図書館司書課程科目の単位に配当できずに
失効する場合があります。

　　（参照：「図書館法施行規則」昭和25年９月６日文部省令第27号・最終改正：
平成23年12月１日文部科学省令第43号）

卒業後の資格
取 得 に お け
る 注 意 事 項

　地域における社会教育の充実と強化が求められる今日において、地域住民の身近
にあって生涯学習を積極的に支援する公共施設が図書館です。その図書館に勤める
司書は、資料の収集・分類・整理をするとともに、情報提供や読書推進等の業務に
従事するスペシャリストです。
　昨今の情報化、国際化、高齢化、少子化等の進展による急速な社会変化の要求に
対応し、図書館利用者のニーズに応え得る司書の育成を目的とし、図書館法で定め
られた教科を基礎に、独自の科目も開設されています。

図書館司書課程
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図書館司書課程科目
〈文学部(国文学科・国史学科・コミュニケーション学科)・教育学部・現代日本社会学部共通〉

法 定 基 準 本 学 基 準 担当者
（敬称略）種別 単位

配当年次・セメスター
備 考1年次 2年次 3年次 4年次

科 目 名 単位 科 目 名 1 2 3 4 5 6 7 8

必

修

生 涯 学 習 概 論 2

必

修

生 涯 学 習 論 勢力(よ)
萩原(雅) 講義 2 ○ ３クラス

図 書 館 概 論 2 図 書 館 概 論 岡野(裕) 講義 2 ○

図書館制度・経営論 2 図書館制度・経営論 岡 部 講義 2 ○ △

図書館情報技術論 2 図 書 館 情 報 技 術 論 千 邑 講義 2 ○ ○ ４セメへ変更△

図書館サービス概論 2 図書館サービス概論 岡野(裕) 講義 2 ○ △

情報サービス論 2 情 報 サ ー ビ ス 論 岡野(裕) 講義 2 ○ △

児童サービス論 2 子どもの本と児童サービス 林 講義 2 ○

情報サービス演習 2
情報サービス演習Ⅰ 千 邑 演習 2 ○ △

情報サービス演習Ⅱ 千 邑 演習 2 ○ △

図書館情報資源概論 2 図書館情報資源概論 岡野(裕) 講義 2 ○

情報資源組織論 2 情 報 資 源 組 織 論 千 邑 講義 2 ○

情報資源組織演習 2
情報資源組織演習Ⅰ 千 邑 演習 2 ○ △

情報資源組織演習Ⅱ 千 邑 演習 2 ○ △

書 誌 学 概 論 講義 2 ○ 不開講

選

択

図書館基礎特論 1
選

択

図書館サービス特論 1 児童サービス技術演習 演習 2 ○ 不開講

図書館情報資源特論 1

図 書・図 書 館 史 1 書物と図書館の文化史 岡野(裕) 講義 2 ○

図 書 館 施 設 論 1 図 書 館 施 設 論 岡野(裕) 講義 2 ○ △

図書館総合演習 1 図 書 館 総 合 演 習 岡野(裕) 演習 4 ○ 専門演習ⅠＦを履修※

図 書 館 実 習 1

（必修28単位、選択２科目４単位以上修得のこと）
※図書館総合演習は、国文学科の専門演習ⅠFと同じ。

△は課程科目となるため、卒業進級単位には加算されません。

H26～30
図書館司書課程科目
〈文学部（国文学科・国史学科・コミュニケーション学科）・教育学部・現代日本社会学部共通〉

　　（必修 28 単位、選択２科目４単位以上修得のこと）
※図書館総合演習は、国文学科の専門演習Ⅰ F と同じ。

△は課程科目となるため、卒業進級単位には加算されません。

平成26〜30年度の入学生に適用
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ム１. 学士の学位を有すること。

２. 教員免許状を有すること。
３. 司書教諭に関する所定科目の単位を修得していること。

したがって、司書教諭資格を取得するには、教職課程と司書教諭課程の両方を
履修し、所定科目の単位を修得した上で卒業しなければなりません。

４. ２年次に課程費を納めていること。

資格取得要件

必修10単位単 　 　 位

15,000円　２年次の履修登録と同時に所定の方法により納入してください。課 程 費

　３年次までに司書教諭に関する所定科目の単位を修得した場合は、４年次に講
習を受ける形式となり、卒業年度の交付となります。
　４年次に単位を修得した場合は、卒業後講習を受ける形式をとるため、翌年度
の交付となります。卒業１年後に、各自の自宅に郵送しますので、確実に届くよ
う、卒業後の住所を必ず報告してください。卒業後の住所は、就職担当に報告す
ることになっていますので、その手続きを怠らないようにしてください。住所が
不明の場合は、修了証が届かないことがあります。

修了証の授与

　小学校・中学校・高等学校・特別支援学校における学校図書館に従事する教育職
員を司書教諭といいます。図書や資料を収集・整理・保存し、児童生徒及び教員の
図書館利用の指導・援助することを目的としています。
　本学では、司書教諭の育成を目的に、学校図書館法第五条及び学校図書館司書教
諭講習規程に基づくカリキュラムによって、司書教諭課程を設置しています。

司書教諭課程

資格申請手続 ４年次に下記の書類を学生支援部（教務担当）に提出してください。
３年次終了までに所定科目の単位を修得した場合は４年次の５月の説明会に出席。
４年次に単位を修得する予定の場合は11月の説明会に出席。
　　①教育職員免許状授与証明書交付願 �� １通
　　　　　（資格取得要件の２に基づき、県教育委員会より証明書を受ける必要
　　　　　があるためです。）
　　②学校図書館司書教諭講習申込書 ��� １通

司書教諭の資格は、教員免許状を有するものが、文部科学省指定大学の
開催する講習を受けて取得することとされていますが、本学では在学中
に修得した関係単位で認定されるので、実際に講習を受ける必要はあり
ません。しかし、講習受講の形式を取ることが必要とされているため、
４年次に講習申込書を提出しておきます。



司書教諭課程科目〈文学部※・教育学部共通〉
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法 定 基 準 本 学 基 準 担当者

（敬称略）
種別 単位

配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次

科 目 名 単位 科 目 名 1 2 3 4 5 6 7 8

必

修

学校経営と学校図書館 2

必

修

学校経営と学校図書館 林 講義 2 ○

学校図書館メディアの構成 2 学校図書館メディアの構成 水 本 講義 2 ○ 3クラス

読書と豊かな人間性 2 読書と豊かな人間性 林 講義 2 ○

学習指導と学校図書館 2 学習指導と学校図書館 田中(聖) 講義 2 ○ 隔週

情報メディアの活用 2 情報メディアの活用 水 本 講義 2 ○ 3クラス

（全５科目10単位必修のこと）
※国文学科と国史学科のみ取得可能。

「読書と豊かな人間性」以外の科目は課程科目となるため、卒業進級単位には加算されません。
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司書教諭課程科目〈文学部※・教育学部共通〉
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12. 関 係 規 程
○皇學館大学教務規程
○皇學館大学授業科目履修規程
○皇學館大学試験規程
○文学部神職課程に関する履修内規
○文学部教職課程に関する履修内規
○教育学部教職課程に関する履修内規
○保育士資格取得に関する履修内規
○現代日本社会学部 社会福祉士国家試験受験資格取得に関する履修内規
○現代日本社会学部 精神保健福祉士国家試験受験資格に関する履修内規
○現代日本社会学部 社会調査士資格取得に関する履修内規

各規程は以下の２次元コードから
大学公式HPにアクセスして確認してください。



学生支援部窓口受付時間
（大学の休業日は、閉鎖します）

月～金　９：00～17：00
　土　　９：00～13：00

◎ 大学からの伝達事項は、すべて掲示（一部は学生ポータルサイト等①～④
　 においても連絡）によって行います。
◎ 一旦、掲示した事項についての見落しは、各人の責任となります。
◎ 掲示は、必要に応じて随時行われますので、常に掲示に留意し、見落し等
　 による事故のないように注意が必要です。

休講・補講・教室変更・時間割・シラバス・履修要項
※特別警報・暴風警報発令時の一斉休講等のお知らせ（緊急の連絡含む）

授業支援
授業担当教員からの連絡

① 学生ポータルサイト　http://sp.kogakkan-u.ac.jp/

全学生に大学のメールアドレスが付与されます。
アドレスは、学生番号@stu.kogakkan-u.ac.jpです。
（例）d3011999@stu.kogakkan-u.ac.jp
パソコン、スマートフォン等で利用できます。
大学からの連絡等はこのアドレスに配信します。

③ 学生メール（Gmail）　https://mail.google.com/a/stu.kogakkan-u.ac.jp/

ログイン後、個別に確認できます。
履修登録・修正
時間割（登録済）・単位数確認

② 皇學館システム（皇學館大学ポータル）　https://univision.kogakkan-u.ac.jp/

④ 教育支援システム（manaba corse）　https://lms-manaba.kogakkan-u.ac.jp/
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